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自治会・町会に自治会・町会に
加入しましょう！加入しましょう！… ２… ２

第 26 回「市民の声」アンケート集計結果 … ４

知ってください「ヤングケアラー」 … ６

11 月は児童虐待防止推進月間です …７

今月の表紙

第11区自治会では、下校時見
守り活動を各所で行い、地域
で子どもたちの安全を見守っ
ています。

子どもたちを見守る
温かなまなざし



　「自治会」や「町会」は、皆さんの身近にあり、多くの人が加入していますが、
「実際にはどんな活動をしているのかよく知らない」という声も耳にします。
　そこで、自治会・町会の役割や活動内容についてご紹介します。
問い合わせ＝地域づくり課地域づくり担当（☎32‐3079）

　自治会・町会は、地域に暮らす住民の皆さ
んが協力して、安心して暮らせる住み良いま
ちをつくるための身近な住民組織です。お祭
りや清掃活動、防災訓練など、日々の暮らし
を支えるさまざまな活動を行っています。

桐生市の状況は？
　現在、市には22の区と124の自治会・町会があります。
　市では、市が委嘱する行政協力員制度から、地域住民
の自立性や地域の絆を強めることを目的に、平成20年
度に住民が主体となる自治会制度に移行し、市と自治会・
町会が協力して住み良い地域づくりを推進しています。

Q自治会・町会って何？ Q

子どもの登下校を地域で見守ってもらえるので安心です。

子どもの保護者

情報共有

　市からの大切なお知らせや地
域の情報を、回覧板などを通じ
てお届けしています。

　生活に必要不可欠なごみステー
ションの維持管理や地域清掃を行
い、地域の環境を整えています。

　お祭りや運動会など地域の親
睦を深めるイベントを開催して
います。

　見守りや声掛けなどを通じ、
安心して子育てや生活ができる
環境づくりを推進しています。

　防犯灯の設置や防犯パトロー
ル、防災訓練などを行い、地域
の安全・安心を守っています。

　地元の歴史や伝統芸能の紹介、
若い世代へ地域の魅力継承など
を行っています。

新里町民体育祭（19～21区）新里町民体育祭（19～21区）

防災訓練（13区）防災訓練（13区）下校時見守り活動（11区）下校時見守り活動（11区）

Qどんな活動をしているの？

自治会・町会に加入しましょう！自治会・町会に加入しましょう！

前田原獅子舞（22区）前田原獅子舞（22区）

住民同士の交流 環境美化

子どもや高齢者の見守り 安全・安心づくり 地域資源の保護・伝承
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Q加入するメリットは？

桐生市区長連絡協議会
朝倉会長

　自治会・町会の活動は、皆さ
んの安全で安心な暮らしを支え
る大切な役割を果たしています。
　また、若い世代の力は、地域
に新しい視点や活気をもたらす
大きな力です。
　世代を超えた交流や新しい仲
間づくりの場として、ぜひ、で
きることから参加してみません
か。

Qどうやって加入するの？
　加入方法は、各自治会・町会によって異な
りますが、お住まいの地域の自治会・町会長
や班長・隣組長から直接お声がけするケース
が多いようです。お声がけがない場合は、地
域づくり課（市役所２階、☎32‐3079）で
お住まいの地域の自治会・町会長をご紹介し
ますので、気軽にご相談ください。

役員を募集しています
　自治会・町会には、会長や副会長、会計、監査、
町務員、班長・隣組長といった役があり、任期は
１～２年のところが多いです。
　近年、各自治会・町会では、役員の担い手不足
が深刻な課題となっています。地域をより住み良
い場所にするために、若い世代の皆さんも役員活
動に参加してみませんか。

自治会役員

役員になったことで世代を
超えた交流ができて、自分
の世界も広がりました！

17. パートナーシップで目標を達成しよう

地域づくり課職員

安全・安心な暮らしを守れる安全・安心な暮らしを守れる
　災害が起きた時には、地域での助け合いや支え合いが非常に重
要となり、助け合える仲間が近くにいることで大きな安心にもつ
ながります。また、防災倉庫などを設置している自治会・町会も
あり、災害時に必要となる防災備品を備蓄し、住民の皆さんの安
全・安心にも備えています。

地域のつながりができる地域のつながりができる
　お祭りや清掃活動、子ども向けの行事などを通じて、世代を超
えて交流できます。近くに知り合いがいることで、日常のちょっ
とした助け合いや見守りにもつながります。

　防犯灯の設置や公園の整備など、身近な暮らしに関わる要望を
自治会・町会を通して市に届けることができます。地域に暮らす
一人ひとりの声が、まちをより良くする力になります。

暮らしやすい環境づくりに参加できる暮らしやすい環境づくりに参加できる

ウォーターサバイバルゲームウォーターサバイバルゲーム
（３区一部）（３区一部）八坂神社夏季大祭（18区一部）八坂神社夏季大祭（18区一部）

33 ☎桐生市の市外局番は0277☎桐生市の市外局番は0277
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16. 平和と公正をすべての人に

個
別
調
査
項
目

　
市
政
に
お
け
る
次
の
15
分
野
に

つ
い
て
、
質
問
し
ま
し
た
。

　
①
幸
福
実
感
度
②
シ
テ
ィ
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
③
生
涯
を
通
じ
た
健

康
づ
く
り
④
地
域
医
療
⑤
防
災
⑥

広
報
⑦
き
り
ゅ
う
市
議
会
だ
よ
り

⑧
市
内
の
移
動
⑨
Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
⑩
日

本
遺
産
⑪
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

状
況
⑫
桐
ペ
イ
⑬
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
⑭
空
き
家
対
策
⑮
水
道
事
業

自
由
意
見

　
自
由
意
見
記
入
欄
に
は
、
２
９

５
人
の
皆
さ
ん
か
ら
、
５
６
０
件

の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※�

多
く
の
意
見
（
１
項
目
に
つ
き

20
件
以
上
）
が
あ
っ
た
項
目

　
①
ま
ち
づ
く
り
・
活
性
化
②
公

共
交
通
・
交
通
施
策
③
道
路
整
備
・

管
理
④
入
札
妨
害
・
生
活
保
護
問

題
⑤
全
体
的
な
市
へ
の
批
判
・
応

援
意
見
⑥
市
政
運
営
⑦
観
光
振
興

⑧
商
店
街
活
性
化
⑨
庁
舎
・
施
設

管
理
⑩
子
育
て
支
援

　な
ど

全
文
を
読
み
た
い
人
は

　
結
果
の
全
文
を
掲
載
し
た
冊
子

は
、
市
民
相
談
情
報
課
（
市
役
所

２
階
）
、
両
支
所
、
各
公
民
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
相
談
情
報
課

広
聴
・
相
談
担
当
（
☎
32
３
４
６
３
）

第26回「市民の声」アンケート
集計結果

　「
市
民
の
声
」
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
市
政
や
生
活
環

境
に
関
す
る
意
識
や
意
見
な
ど
の

傾
向
を
調
査
し
、
市
政
運
営
の
参

考
に
す
る
も
の
で
す
。
２
年
に
１

度
、
実
施
し
て
い
ま
す
（
前
回
は

令
和
５
年
度
に
実
施
）
。

　
今
回
、
７
月
に
行
っ
た
第
26
回

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
、
抜
粋
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
貴
重
な
ご
意
見
を
参
考
に
、
今

後
の
市
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

調
査
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

基
本
項
目
・
基
本
調
査

項
目

　
住
ん
で
い
る
地
区
・
年
齢
・
職

業
な
ど
の
項
目
の
ほ
か
、
行
政
分

野
に
関
す
る
「
市
民
実
感
度
」
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
「
市
民
実
感
度
」
と
は
、
桐
生

市
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
「
桐
生
市
第
六
次
総
合
計

画
」
の
指
標
の
一
つ
で
す
。
各
質

問
に
対
す
る
回
答
の
う
ち
「
大
い

に
感
じ
る
」
と
「
や
や
感
じ
る
」

を
合
わ
せ
た
、
「
感
じ
る
」
と
回

答
し
た
人
の
割
合
を
「
市
民
実
感

度
」
と
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年

度
の
調
査
か
ら
質
問
し
て
お
り
、

今
後
の
「
市
民
の
声
」
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
同
様
の
質
問
を
し
て
、
回

答
の
推
移
を
見
て
い
き
ま
す
。

調査地区 市内全域
調査方法 調査用紙を対象者に郵送で送り、郵送またはインターネッ

ト回答により回収調査対象 18歳以上の市民
対象者数 1,500人 調査項目 基本項目６問、基本調査項目42問、個別調査項目32問
抽出方法 無作為抽出 回 収 数 741人（前回1,012人）うちインターネット回答169人
調査期間 ７月11日～31日 回 収 率 49.4％（前回50.6％）うちインターネット回答22.8％

※�市民実感度とは、各質問に対して「感じる」と回答した人の割合
※�「感じる」は「大いに感じる」と「やや感じる」の合計、「感じない」は「あまり感じない」と「感じない」
の合計、「その他」は「どちらともいえない」「無回答」の合計

調
査
概
要

感じる
17.6％
感じる
17.6％その他

27.9％
その他
27.9％

感じない
54.5％
感じない
54.5％

　
企
業
誘
致
や
市
街
地
、
商
店
街

の
に
ぎ
わ
い
に
関
す
る
設
問
に
つ

い
て
の
市
民
実
感
度
は
10
パ
ー
セ

ン
ト
を
下
回
る
結
果
で
し
た
が
、

前
回
ま
で
の
調
査
結
果
と
比
べ
る

と
、
市
民
実
感
度
（
感
じ
る
）
の

増
加
傾
向
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
公
共
交
通
や
住
環
境
な
ど
の
整

備
に
関
す
る
設
問
で
、
「
感
じ
な

い
」
と
回
答
し
た
割
合
が
増
加
し

ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
福
祉
な

ど
に
つ
い
て
は
、
前
回
調
査
時
と

比
べ
て
、
市
民
実
感
度
（
感
じ
る
）

が
減
少
し
、
逆
に
「
感
じ
な
い
」

が
増
加
し
ま
し
た
。

「市街地、商店街はにぎ
わっている」

「公共交通（鉄道やバス）
は利便性が良い」

　●
市
民
実
感
度
が
低
い

　

  

（
下
が
っ
た
）
項
目

　
前
回
調
査
と
同
様
、
安
心
し
て

水
道
を
使
え
る
こ
と
や
下
水
道
整

備
に
つ
い
て
は
、
約
８
割
か
ら
９

割
と
、
高
い
市
民
実
感
度
を
得
ら

れ
ま
し
た
。

　
環
境
へ
の
配
慮
や
、
ご
み
減
量

へ
の
取
り
組
み
で
も
、
７
割
近
く

の
市
民
実
感
度
が
あ
り
、
環
境
へ

の
関
心
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　
都
市
基
盤
の
整
備
で
は
、
重
伝

建
地
区
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
的

町
並
み
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

や
、
周
辺
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
に

関
す
る
設
問
に
つ
い
て
、
前
回
調

査
時
と
比
べ
て
市
民
実
感
度
（
感

じ
る
）
が
増
加
し
ま
し
た
。

感じる
69.6％
感じる
69.6％

その他
21.1％
その他
21.1％

感じない
9.3％
感じない
9.3％

感じる
87.3％
感じる
87.3％

その他
9.5％
その他
9.5％

感じない
3.2％
感じない
3.2％

「下水道や浄化槽などが
整備され、快適に暮らす
ことができる」

　●
市
民
実
感
度
が
高
い

　

  

（
上
が
っ
た
）
項
目

「ごみの減量や資源のリ
サイクルを意識して生活
している」

感じる
9.0％
感じる
9.0％

その他
14.8％
その他
14.8％

感じない
76.2％
感じない
76.2％
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こんにちは
市長です

　
「
子
ど
も
が
つ
く
る
ま
ち
　
ミ

ニ
き
り
ゅ
う
２
０
２
５
」
を
11
月

８
日
（
土
）
・
９
日
（
日
）
に
開

催
し
ま
す
。

　
「
ミ
ニ
き
り
ゅ
う
」
は
、
今
年

で
５
回
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
７

月
の
子
ど
も
会
議
で
は
、
記
念
事

業
と
し
て
、
市
議
会
本
会
議
場
で

ミ
ニ
き
り
ゅ
う
議
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
ミ
ニ
き
り
ゅ
う
市
長
の
所
信
表

明
に
続
き
、
各
チ
ー
ム
の
代
表
が

ミ
ニ
き
り
ゅ
う
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
、
質
問
と
答
弁
を
行
い
ま

し
た
。
真
剣
に
議
論
す
る
子
ど
も

た
ち
の
姿
は
と
て
も
頼
も
し
く
、

大
変
感
心
し
ま
し
た
。

　
ミ
ニ
き
り
ゅ
う
を
通
し
て
、
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
、
働
く

こ
と
の
楽
し
さ
や
社
会
の
仕
組
み
、

お
金
の
大
切
さ
な
ど
を
学
び
な
が

ら
、
桐
生
を
ま
す
ま
す
好
き
に
な

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
桐
生
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「重伝建地区をはじめとする歴史的町並み　　
　　　　を生かしたまちづくりが進んでいる」

「安心して子どもを産み
育てることができる」

「市中心部や周辺都市へ
　　　快適にアクセスできる道路網が整っている」

「高齢者にとって暮らしやすい」
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催
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。
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　ヤングケアラーとは、大人が担うと想定されている家
事や家族の世話などを日常的に行っている子どものこと
です。

相談窓口

・こども家庭センター（☎43‐2000）
・ヤングケアラー支援ワンストップ相談窓口
　（☎090‐1158‐4140）

障がいや病気のある
家族に代わり、買い
物・料理・掃除・洗
濯などの家事をして
いる。

家族に代わり、幼い
きょうだいの世話を
している。

障がいや病気のある
きょうだいの世話や
見守りをしている。

目が離せない家族の
見守りや声かけなど
の気づかいをしてい
る。

日本語が第一言語で
ない家族や障がいの
ある家族のために通
訳をしている。

家計を支えるために
労働をして、障がい
や病気のある家族を
助けている。

アルコール・薬物・
ギャンブル問題を抱
える家族に対応して
いる。

がん・難病・精神疾
患など慢性的な病気
の家族の看病をして
いる。

障がいや病気のある
家族の身の回りの世
話をしている。

障がいや病気のある
家族の入浴やトイレ
の介助をしている。

ヤングケアラーとは、こんな子どもたちです

家族のためにがんばるあなたへ家族のためにがんばるあなたへ

　家族のお世話やお手伝いをしていること
で、勉強や部活に集中できない、友達と遊ぶ
時間がないなどの困りごとはありませんか？
　ひとりで悩まず、学校の先生、スクールカ
ウンセラー、友達、親戚など
信頼できる相手に相談して
みてください。また、相談窓
口まで連絡してください。

１. 貧困をなくそう

３. すべての人に健康と福祉を

４. 質の高い教育をみんなに

知ってください ヤングケアラー

　令和４年度に群馬県が実施したヤングケアラー調査で
は、小学６年生の約17人に1人、中学２年生の約27人
に1人、高校２年生の約34人に１人がヤングケアラーで
した。

ヤングケアラーって何だろう

１学級に１～２人はヤングケアラー

　子どもの身近にいる大人が子どものＳＯＳに気づいて
あげることが必要です。相談者のプライバシーは守られ
ますので、気になることがありましたら、相談窓口まで
ご連絡ください。

あなたの身近にいませんか

広報きりゅう令和７年11月号 6

　児童虐待が年々増えています児童虐待が年々増えています

　虐待は犯罪であり、社会全体で解決すべき問題です。
「児童虐待かも…」と思ったら、すぐに「☎１８９」へ
お電話ください。連絡は匿名で行うことができ、連絡者
や連絡内容に関する秘密は守られます。市では、のぼり
旗の設置など、周知啓発活動に取り組んでいます。
問い合わせ＝子育て相談課子育て相談係（☎43
‐2000）、新里支所市民生活課福祉係（☎74‐
2904）、黒保根支所市民生活課市民サービス係（☎96
‐2112）またはお近くの民生委員・児童委員へ。

あなたの電話で、守れる命があります

身体的虐待
殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、
激しく揺さぶる、やけどを負わ
せる、溺れさせる　など

家に閉じ込める、食事を与えな
い、ひどく不潔にする、自動車
の中に放置する、病院へ連れて
行かない　など

子どもへの性的行為、性的行為
を見せる、ポルノグラフィの被
写体にする　など

言葉による脅し、無視、兄弟姉
妹間での差別扱い、子どもの目
の前で家族に対し暴力をふるう
（面前ＤＶ）　など

「親子で楽しめる本」を紹介します
　図書館では、児童虐待防止推進月間に合わせ、
親子で楽しめる本や子育
てに関する本を集めた特
設コーナーを設置してい
ます。ぜひ、ご利用くだ
さい。
期間＝11月30日（日）まで

３. すべての人に健康と福祉を

５.ジェンダー平等を実現しよう

16. 平和と公正をすべての人に

ネグレクト

性 的 虐 待

心理的虐待
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特
集 11 月は児童虐待防止推進月間です11月は児童虐待防止推進月間です

※お住まいの地域の児童相談所につながります。※お住まいの地域の児童相談所につながります。
※ 24時間受付※ 24時間受付

☎桐生市の市外局番は02777
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学生×桐生つながるプロジェクト学生×桐生つながるプロジェクト

「桐生つながるラボ」「桐生つながるラボ」

どんな活動をしているの？どんな活動をしているの？
　これまでに、まち散策企画「桐ラボが桐生を散策して
みました！」や、きりゅう七夕まつりへの出展、市内企
業や団体からオファーされた活動に取り組んでいます。

まち散策企画まち散策企画

きりゅう七夕まつりきりゅう七夕まつり

オファー活動
　桐生飲食店組合、富士スバル株式会社、桐生商店連
盟協同組合、ミニきりゅう実行委員会、ファッション
オープンアトリエ＆ボードゲームカフェ「ふふふ」の
計５件のオファーを受けて活動しています。

　メンバーが桐生　メンバーが桐生
市内のお店を巡り、市内のお店を巡り、
取材・撮影した取材・撮影した
内容を桐ラボ公式内容を桐ラボ公式
II
イ ン ス タ グ ラ ムイ ン ス タ グ ラ ム

nstagramnstagramで投稿で投稿
しました。しました。

　桐ラボの紹介やまち　桐ラボの紹介やまち
歩きレポートをパネル歩きレポートをパネル
に作成し展示しました。に作成し展示しました。
繊維のまち桐生にちな繊維のまち桐生にちな
み、子ども向けの編みみ、子ども向けの編み
物体験会も行いました。物体験会も行いました。

桐生つながるラボ（桐ラボ）とは？桐生つながるラボ（桐ラボ）とは？
　令和７年度「学生×桐生つながるプロジェクト」のチー
ム名です。
　「学生×桐生つながるプロジェクト」とは、学生が市を
知り、関わり、楽しみながら活動を行うことで、市に対
する愛着を深めるとともに、それらをＰＲすることで市へ
の興味関心を高めることを目的としたプロジェクトです。
10月１日現在、32人のメンバーが活動しています。

メンバーはどんな人？メンバーはどんな人？
　市内に在住または在学する、大学・大
学院・短期大学・高等専門学校および専
門学校などの高等教育機関に通う学生た
ちです。令和７年度は、群馬大学（大学
院）・共愛学園前橋国際大学・高崎経済
大学・足利大学のメンバーがいます。

桐ラボの情報を見るには？桐ラボの情報を見るには？
　桐ラボでは、Instagramとn

ノ ー ト

oteで情報発信をしてい
ます。随時更新していますので、ぜひご覧ください！

◀Instagram ◀note

　桐ラボでは、今後も市内のあちこちに出か
けたり、市内の人々と関わりながら活動して
いきます。メンバーを見かけたら、ぜひご協
力と応援をよろしくお願いします！
問い合わせ＝企画課移住定住推進室（☎32‐
3812）

11. 住み続けられるまちづくりを

17. パートナーシップで目標を達成しよう

の応援をよろしくお願いします！の応援をよろしくお願いします！

広報きりゅう令和７年11月号広報きりゅう令和７年11月号 88

税
金
に
頼
ら
な
い
「
球
都
桐

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　
球
都
桐
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

令
和
７
年
度
で
４
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　
本
事
業
の
最
大
の
特
徴
は
、
税

金
に
頼
ら
ず
に
運
営
し
て
い
る
点

で
す
。
財
源
は
全
て
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
対
す
る
企
業
や
個
人
か
ら

の
ふ
る
さ
と
納
税
型
寄
付
に
よ
る

も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
累
計

３
億
９
千
万
円
以
上
の
寄
付
が
集

ま
り
、
市
内
外
の
多
く
の
協
力
に

よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
、
新
桐
生
駅
の
球
場

化
装
飾
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
財
源
に
加

え
、
趣
旨
に

賛
同
し
た
東

武
鉄
道
株
式

会
社
の
協
力

と
、
市
内
外

30
社
の
企
業

広
告
に
よ
る

協
賛
で
整
備

し
ま
し
た
。

民
の
力
で
駅
の
玄
関
口
が
生
ま
れ

変
わ
り
、
地
域
の
象
徴
と
な
っ
た

こ
と
は
、
公
民
連
携
の
た
ま
も
の

で
す
。

み
出
し
、
全
国
か
ら
も
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。

2
桐
生
の
価
値
向
上
と
魅
力
発
信 

　
地
域
資
源
の
価
値
を
高
め
、
桐

生
の
魅
力
を
市
内
外
に
伝
え
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
開
催
し
た
栗
山
英

樹
氏
や
川
淵
三
郎
氏
ら
に
よ
る
講

演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
上
原
浩
治

氏
のY

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ouT
ube

公
開
収
録
な
ど

は
、
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域

を
活
性
化
さ
せ
る
」
桐
生
の
挑
戦

を
全
国
へ
発
信
す
る
も
の
で
す
。

3
健
康
な
青
少
年
の
育
成
（
教
育

　
的
価
値
の
創
造
） 

　
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長

で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

　
東
京
六
大
学
野
球
と
の
連
携
に

よ
り
、
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
や
各
大

学
に
よ
る
市
内
で
の
野
球
教
室
を

開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
が
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
野
球
に
触
れ
る
機
会
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
礼
節
や
人
間
力
を
育
む
場
と

し
て
も
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
日
本
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ

ッ
プ
協
会
代
表
・
中
村
聡
宏
氏
を

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
大
使
に
任

命
し
、
思
い
や
り
と
挑
戦
を
大
切

に
す
る
地
域
教
育
の
輪
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

4
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化 

　
あ
ら
ゆ
る
競
技
が
発
展
で
き
る

環
境
を
整
え
、
地
域
全
体
の
ス
ポ

ー
ツ
振
興
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
最
新
デ
ジ
タ
ル
設
備
を
備
え
た

「
球
都
桐
生
野
球
ラ
ボ
」
は
、
他

新桐生駅新桐生駅

公
民
連
携
で
全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
へ

公
民
連
携
で
全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
へ

球
都
桐
生
プ
ロ
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ェ
ク
ト

球
都
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生
プ
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ェ
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ト

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

講
座

子
育
て

健
康

シ
ニ
ア
世
代

関
連
団
体

く
ら
し
の
便
利
ガ
イ
ド

K
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ま
た
、
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
改
札
口
前

に
は
、
人
気
漫
画
「
ダ
イ
ヤ
の

Ａエ
ー
ス」
の
主
人
公
・
沢
村
栄
純
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
し
ま
し
た
。

桐
生
が
講
談
社
創
業
者
・
野
間
清

治
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
こ
と
か
ら

実
現
し
た
も
の
で
、
全
国
的
な
話

題
を
呼
び
、
交
流
人
口
拡
大
へ
の

寄
与
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

背
景
と
意
義 

― 

な
ぜ
「
野

球
」
か
ら
始
め
る
の
か

　
桐
生
市
は
、
全
国
に
４
都
市
し

か
な
い
「
球
都
」
を
掲
げ
る
ま
ち

の
ひ
と
つ
で
す
。
野
球
は
桐
生
の

歴
史
と
文
化
に
深
く
根
差
し
、
市

民
に
と
っ
て
身
近
で
あ
り
な
が
ら
、

全
国
的
に
も
発
信
力
を
持
つ
資
源

で
す
。
桐
生
が
全
国
に
誇
れ
る

「
野
球
力
」
に
軸
足
を
置
き
、
次

の
４
つ
の
基
本
方
針
の
下
、
各
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

1
桐
生
の
活
性
化 

　
地
域
を
盛
り
上
げ
、
に
ぎ
わ
い

を
創
出
し
ま
す
。

　
毎
年
夏
に
開
催
す
る
「
球
都
桐

生
ウ
ィ
ー
ク
」
で
は
、
毎
年
多
く

の
人
々
が
参
加
し
、
ま
ち
全
体
が

活
気
づ
き
ま
す
。
駅
中
イ
ベ
ン
ト

や
本
町
フ
ー
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
、

多
彩
な
催
し
が
地
域
の
交
流
を
生

競
技
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
活
用
さ

れ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
裾
野
を

広
げ
る
共
通
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
機

能
し
て
い
ま
す
。

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
仕
組
み 

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
全
国

的
に
も
数
少
な
い
新
し
い
形
の
公

民
連
携
事
業
で
す
。

　
市
民
・
団
体
・
行
政
が
参
画
す

る
「
球
都
桐
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
協
議
会
」
を
中
心
に
、
企
画
か

ら
資
金
調
達
、
実
施
ま
で
を
協
働

で
進
め
て
い
ま
す
。

　
税
金
に
頼
ら
ず
外
部
資
金
を
呼

び
込
み
、
市
民
の
誇
り
と
地
域
活

性
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
は
“
球
都

桐
生
モ
デ
ル
”
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
で
す
。
小
さ
な
ま
ち
か

ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み
が
全
国
に

発
信
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
、

地
域
力
の
証
明
と
も
言
え
ま
す
。

主
な
歩
み
と
成
果 

令
和
４
年
度
　
▼
「
球
都
桐
生
の

日
」
制
定
▼
推
進
協
議
会
設
立
▼

ふ
る
さ
と
納
税
開
始

令
和
５
年
度
　
▼
「
球
都
桐
生
ウ

ィ
ー
ク
」
初
開
催
▼
東
京
六
大
学

野
球
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
▼
栗
山
英

樹
氏
来
桐
▼
斎
藤
佑
樹
氏
ス
ペ
シ

ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
就
任

令
和
６
年
度
　
▼
球
都
桐
生
野
球

ラ
ボ
開
設
▼
新
桐
生
駅
球
場
化
装

飾
▼
川
淵
三
郎
氏
・
本
橋
麻
里
氏

来
桐
▼
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
大

使
に
中
村
聡
宏
氏
を
任
命
▼
早
稲

田
大
学
野
球
教
室

令
和
７
年
度
　
▼
球
都
桐
生
歴

史
館
常
設
化
▼
上
原
浩
治
氏

YouT
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公
開
収
録
▼
慶
応
大

学
野
球
教
室
▼
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
設
置
▼
本
町
フ
ー
ド
ス

タ
ジ
ア
ム
・
仲
町
ス
ナ
ッ
ク
ス
タ

ジ
ア
ム
▼
世
界
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
・

王
貞
治
氏
が
球
都
桐
生
を
視
察

未
来
に
向
け
て

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
あ
ら

ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
を

元
気
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

取
り
組
み
で
す
。

　
王
貞
治
氏

が
桐
生
を
視

察
し
た
際
に

は
、
「
桐
生

が
日
本
の
野

球
を
支
え
て

く
れ
る
と
思

う
ほ
ど
、
組

織
的
に
し
っ
か
り
し
て
い
た
」
と

語
り
、
そ
の
様
子
は
全
国
ニ
ュ
ー

ス
で
も
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
野
球
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ほ
か
の
競
技
と
の
連
携
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値

を
活
用
し
た
桐
生
な
ら
で
は
の
挑

戦
を
進
化
さ
せ
、
ま
ち
の
活
性
化

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

振
興
課
球
都
桐
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
担
当
（
☎
32
３
８
９
６
）

視察に訪れた王貞治氏視察に訪れた王貞治氏

３. すべての人に健康と福祉を

４．質の高い教育をみんなに

17. パートナーシップで目標を達成しよう
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共
通
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
機

能
し
て
い
ま
す
。

全
国
か
ら
注
目
さ
れ
る
仕
組
み 

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
全
国

的
に
も
数
少
な
い
新
し
い
形
の
公

民
連
携
事
業
で
す
。

　
市
民
・
団
体
・
行
政
が
参
画
す

る
「
球
都
桐
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推

進
協
議
会
」
を
中
心
に
、
企
画
か

ら
資
金
調
達
、
実
施
ま
で
を
協
働

で
進
め
て
い
ま
す
。

　
税
金
に
頼
ら
ず
外
部
資
金
を
呼

び
込
み
、
市
民
の
誇
り
と
地
域
活

性
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
は
“
球
都

桐
生
モ
デ
ル
”
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ

し
い
も
の
で
す
。
小
さ
な
ま
ち
か

ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み
が
全
国
に

発
信
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
、

地
域
力
の
証
明
と
も
言
え
ま
す
。

主
な
歩
み
と
成
果 

令
和
４
年
度
　
▼
「
球
都
桐
生
の

日
」
制
定
▼
推
進
協
議
会
設
立
▼

ふ
る
さ
と
納
税
開
始

令
和
５
年
度
　
▼
「
球
都
桐
生
ウ

ィ
ー
ク
」
初
開
催
▼
東
京
六
大
学

野
球
オ
ー
ル
ス
タ
ー
戦
▼
栗
山
英

樹
氏
来
桐
▼
斎
藤
佑
樹
氏
ス
ペ
シ

ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
就
任

令
和
６
年
度
　
▼
球
都
桐
生
野
球

ラ
ボ
開
設
▼
新
桐
生
駅
球
場
化
装

飾
▼
川
淵
三
郎
氏
・
本
橋
麻
里
氏

来
桐
▼
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
大

使
に
中
村
聡
宏
氏
を
任
命
▼
早
稲

田
大
学
野
球
教
室

令
和
７
年
度
　
▼
球
都
桐
生
歴

史
館
常
設
化
▼
上
原
浩
治
氏

YouT
ube

公
開
収
録
▼
慶
応
大

学
野
球
教
室
▼
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
設
置
▼
本
町
フ
ー
ド
ス

タ
ジ
ア
ム
・
仲
町
ス
ナ
ッ
ク
ス
タ

ジ
ア
ム
▼
世
界
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
王
・

王
貞
治
氏
が
球
都
桐
生
を
視
察

未
来
に
向
け
て

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
あ
ら

ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
を

元
気
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

取
り
組
み
で
す
。

　
王
貞
治
氏

が
桐
生
を
視

察
し
た
際
に

は
、
「
桐
生

が
日
本
の
野

球
を
支
え
て

く
れ
る
と
思

う
ほ
ど
、
組

織
的
に
し
っ
か
り
し
て
い
た
」
と

語
り
、
そ
の
様
子
は
全
国
ニ
ュ
ー

ス
で
も
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
野
球
に
と
ど
ま
ら
ず
、

ほ
か
の
競
技
と
の
連
携
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値

を
活
用
し
た
桐
生
な
ら
で
は
の
挑

戦
を
進
化
さ
せ
、
ま
ち
の
活
性
化

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

振
興
課
球
都
桐
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
担
当
（
☎
32
３
８
９
６
）

視察に訪れた王貞治氏視察に訪れた王貞治氏

３. すべての人に健康と福祉を

４．質の高い教育をみんなに

17. パートナーシップで目標を達成しよう
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…公開日…公開日 …休み…休み

市内の一斉公開施設市内の一斉公開施設 ７㊎７㊎ ８㊏８㊏ ９㊐９㊐ 公開時間公開時間
群馬大学工学部同窓記念会館（旧桐生高等染織学校講堂）　※８日は外観
のみ見学可

【７日】９：00 ～ 16：00
【９日】10：00 ～ 14：00

ショップ＆ギャラリー象
かたち

　※トイレのみの使用不可 11：00 ～ 18：00
天然染色研究所（旧森宗農機商会）　※染色体験は有料 10：00 ～ 16：00
無鄰館（旧北川織物工場） 10：00 ～ 15：00
喫茶トアル（旧織物物産売買所）　※飲食利用者のみ見学可 11：30 ～ 16：00
まちなか交流館（旧眞尾邸） ９：00 ～ 17：00

和雑貨「篁
たかむら

」（旧本町二丁目郵便局） 11：00 ～ 18：00
桐生市有鄰館（旧矢野蔵群） ９：00 ～ 21：00
矢野園（矢野本店店舗および店蔵） ９：30 ～ 18：00

K
キ ナ リ
INARI（金善ビル） 11：00 ～ 18：00

四辻の齋嘉（旧齋嘉織物工場）　※飲食利用者のみ見学可 11：00 ～ 17：00
ベーカリーカフェ・レンガ（旧株式会社金芳織物工場） ８：00 ～ 17：00
桐生織物記念館（桐生織物会館旧館） 10：00 ～ 17：00
上毛電気鉄道西桐生駅　※駅舎内 ７：00 ～ 19：00
水道山記念館（旧配水事務所）　※特別公開 ９：00 ～ 17：00
絹撚記念館（旧模範工場桐生撚糸合資会社事務所棟）　※有料 ９：00 ～ 17：00
ショコラ・ノア（旧堀家住宅主屋） 11：00 ～ 14：00

日本基督教団桐生教会教会堂　※特別公開 【７・８日】10：00 ～ 17：00
【９日】13：00 ～ 17：00

桐生倶楽部会館 10：00 ～ 16：00

織物参考館“紫
ゆかり

”（森秀織物株式会社）　※有料 10：00 ～ 16：00
後藤織物　※有料・要予約 13：00 ～ 15：00
桐生森の郷（旧森山芳平工場） ９：30 ～ 14：30
パティスリー・ウチヤマ（旧コバヤシケンネン商事） 10：00 ～ 18：00
上州菓匠青柳ノコギリ屋根店（旧東洋紡織織物） ９：00 ～ 18：00
須裁織物（C

チ ャ ー ム
harrm） 10：00 ～ 15：00

朝倉染布株式会社 10：00 ～ 16：00

m
ミ ミ モ
imimo s

ショップ
hop（株式会社土田産業） 【７日】12：00 ～ 17：30

【８日】９：30 ～ 17：30

O
オ ル ン
LN（有限会社井清織物） 13：00 ～ 17：00

I
イ ノ ジ ン
NOJIN（旧井甚織物工場）　※飲食は 11：30 ～ 14：00 11：00 ～ 15：00
彦部家住宅（寄宿舎・元工場・医務所）※有料 10：00 ～ 16：00

株式会社笠盛（O
トリプル・オゥ

OO） 10：00 ～ 17：00
須藤家住宅　※有料 10：00 ～ 16：00
桐生明治館（旧群馬県衛生所）　※有料 ９：00 ～ 17：00
旧赤城山鋼索鉄道赤城山頂駅駅舎及びプラットホーム　※ 11 日１日（土）
から「ほぼの駅 AKAGI」としてリニューアルプレオープン 未定

日本織物株式会社発電所跡及び煉
れ ん が

瓦積遺構　※企画展開催 ９：00 ～ 16：00

４. 質の高い教育をみんなに

11. 住み続けられるまちづくりを

近代化遺産一斉公開２０２５近代化遺産一斉公開２０２５
　
10
月
20
日
の
「
近
代
化
遺
産
の

日
」
に
ち
な
み
、
10
月
か
ら
11
月

に
か
け
て
全
国
各
地
で
近
代
化
遺

産
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
住
む
桐
生
市
は
“
織

都
”
と
呼
ば
れ
、
街
の
中
に
歴
史

の
あ
る
織
物
工
場
や
住
宅
、
店
舗

な
ど
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
そ

れ
ら
は
風
情
の
あ
る
景
色
を
形
づ

く
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
で
活
用

さ
れ
、
桐
生
市
に
新
た
な
魅
力
を

創
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
一
般
公
開
は
、
多
く
の

人
が
「
巡
り
、
観
て
（
感
じ
て
）
、

楽
し
む
」
経
験
が
で
き
る
よ
う
、

近
代
化
遺
産
と
そ
れ
に
続
く
時
代

の
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
工
場
や
鋼
索
鉄

道
駅
舎
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、

所
有
者
の
協
力
に
よ
り
、
普
段
立

ち
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
建
物
の

特
別
公
開
も
実
施
し
ま
す
。

　
来
訪
者
が
周
遊
し
や
す
い
よ
う
、

ノ
コ
ギ
リ
屋
根
や
洋
風
建
築
な
ど

の
分
野
別
・
地
域
別
の
見
学
コ
ー

ス
の
紹
介
や
公
開
対
象
施
設
を
二

次
元
コ
ー
ド
で
紹
介
す
る
ち
ら
し

を
用
意
し
ま
し
た
。
シ
ル
ク
ル
桐

生
や
各
公
開
施
設
な
ど
で
配
布
す

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

公
開
し
て
い
ま
す
。

期
間
＝
11
月
７
日
（
金
）
～
９
日

（
日
）

対
象
と
な
る
近
代
化
遺
産
な
ど
＝

市
内
35
か
所
（
下
表
の
と
お
り
）

問
い
合
わ
せ
＝
文
化
財
保
護
課
文

化
財
保
護
係
（
☎
46
６
４
６
７
）
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Kiryu News 

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

講
座

子
育
て

健
康

シ
ニ
ア
世
代

関
連
団
体

く
ら
し
の
便
利
ガ
イ
ド

K
iryu N

ew
s

特
集

クラウドファンディング型ふる
さと納税にご支援を
申し込み＝①ふるさと納税サイト「さとふる」へ。
②申込書を直接、郵送、ファクシミリまたはＥメー
ルで企画課（市役所３階、〒376‐8501桐生市役所、
ファクシミリ43‐1001、kikaku@city.kiryu.lg.jp）へ。
申込用紙は市ホームページと同課にあります。
▶寄付の対象事業
①災害時に活用する大型トイレカーの導入
　自然災害時におけるトイ
レ不足問題の解決に向けた
取り組みです。市内で活用
するだけでなく、被災地へ
の派遣も検討しています。
期間＝12月１日（月）まで
目標金額＝1,000万円※１万円以上の
寄付をした希望者を対象に、大型ト
イレカー車両後部に、寄付者の氏名
を掲載します。文字のサイズなどは、

寄付金額や寄付者の数によって調整します。
問い合わせ＝防災・危機管理課防災危機管理担当
（☎46‐1151）
②シティブランディング推進補助事業「大学生×移
　住民が桐生を！市内100店舗の魅力情報発信！」
　地域の学生と共に取材
を行い、店舗や店主のス
トーリーをまとめたカー
ドを制作・配布すること
で、地域の魅力を分かり
やすく発信する取り組み
です。
期間＝令和８年１月30日（金）まで
目標金額＝50万円
代表者＝ふふふ　和﨑拓人
問い合わせ＝魅力発信課魅力発信
担当（☎46‐1049）
▶寄付金控除の対象です
　クラウドファンディング型ふるさと納税は、手続
きをすれば、所得税や住民税の控除・還付が受けら
れます。

コロ・フェスタ2025i
イン

n桐生

▶街角コンサート
　全国から集う合唱団が桐生駅周辺で歌い合う、街
中でのコンサートです。
期日＝11月８日（土）
時間＝午後０時30分から
場所＝ＪＲ桐生駅構内キリピア前、Ｍ

メ ガ

ＥＧＡドン・
キホーテコンコース（末広町通り側）
▶メインコンサート
　全国から集う合唱団と地元群馬の合唱団が出演し、
歌い合い、聴き合うコンサートです。参加団体は、
北海道から沖縄まで全国各地から集結し、台湾から
の参加もあります。
期日＝11月９日（日）
時間＝午前10時から午後６時まで※午前９時40分
開場
場所＝美喜仁桐生文化会館シルク
ホール
費用＝一般1,000円、中・高校生
500円、小学生以下無料
問い合わせ＝コロ・フェスタ2025in桐生事務局
（coro-festa@ongakuju.com）

堀マラソンスターターを募集

　第72回桐生市堀マラソン大会のスターターを募
集します。事務局において抽せんを行い、12月８
日（月）に市ホームページで結果を発表します。
期日＝令和８年２月８日（日）
場所＝新川公園
対象＝市内に居住、勤務または通学している小学生
以上の人
募集人数＝３人（抽せん）
募集種目、スタート時間＝次の①～③のとおり
①高校男子・一般の部（10キロメートル）、午前
　９時10分
②高校女子・一般の部（５キロメートル）、午前
　10時10分
③ファミリーの部、午前10時45分
申し込み＝11月21日（金）までに、電話または
Ｅメールでスポーツ・文化振興課（☎32‐3895、
supotsubunka@city.kiryu.lg.jp）へ。なお、申し込
み時に、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・性
別・年齢・電話番号・希望種目（募集種目①～③か
ら１つ選択）を確認します。
問い合わせ＝スポーツ・文化振興課スポーツ振興担
当（☎32‐3895）

▲さとふる募
　集ページ①

▲さとふる募
　集ページ②

▲大型トイレカー大型トイレカー
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▶寄付の対象事業
①災害時に活用する大型トイレカーの導入
　自然災害時におけるトイ
レ不足問題の解決に向けた
取り組みです。市内で活用
するだけでなく、被災地へ
の派遣も検討しています。
期間＝12月１日（月）まで
目標金額＝1,000万円※１万円以上の
寄付をした希望者を対象に、大型ト
イレカー車両後部に、寄付者の氏名
を掲載します。文字のサイズなどは、

寄付金額や寄付者の数によって調整します。
問い合わせ＝防災・危機管理課防災危機管理担当
（☎46‐1151）
②シティブランディング推進補助事業「大学生×移
　住民が桐生を！市内100店舗の魅力情報発信！」
　地域の学生と共に取材
を行い、店舗や店主のス
トーリーをまとめたカー
ドを制作・配布すること
で、地域の魅力を分かり
やすく発信する取り組み
です。
期間＝令和８年１月30日（金）まで
目標金額＝50万円
代表者＝ふふふ　和﨑拓人
問い合わせ＝魅力発信課魅力発信
担当（☎46‐1049）
▶寄付金控除の対象です
　クラウドファンディング型ふるさと納税は、手続
きをすれば、所得税や住民税の控除・還付が受けら
れます。

コロ・フェスタ2025i
イン

n桐生

▶街角コンサート
　全国から集う合唱団が桐生駅周辺で歌い合う、街
中でのコンサートです。
期日＝11月８日（土）
時間＝午後０時30分から
場所＝ＪＲ桐生駅構内キリピア前、Ｍ

メ ガ

ＥＧＡドン・
キホーテコンコース（末広町通り側）
▶メインコンサート
　全国から集う合唱団と地元群馬の合唱団が出演し、
歌い合い、聴き合うコンサートです。参加団体は、
北海道から沖縄まで全国各地から集結し、台湾から
の参加もあります。
期日＝11月９日（日）
時間＝午前10時から午後６時まで※午前９時40分
開場
場所＝美喜仁桐生文化会館シルク
ホール
費用＝一般1,000円、中・高校生
500円、小学生以下無料
問い合わせ＝コロ・フェスタ2025in桐生事務局
（coro-festa@ongakuju.com）

堀マラソンスターターを募集

　第72回桐生市堀マラソン大会のスターターを募
集します。事務局において抽せんを行い、12月８
日（月）に市ホームページで結果を発表します。
期日＝令和８年２月８日（日）
場所＝新川公園
対象＝市内に居住、勤務または通学している小学生
以上の人
募集人数＝３人（抽せん）
募集種目、スタート時間＝次の①～③のとおり
①高校男子・一般の部（10キロメートル）、午前
　９時10分
②高校女子・一般の部（５キロメートル）、午前
　10時10分
③ファミリーの部、午前10時45分
申し込み＝11月21日（金）までに、電話または
Ｅメールでスポーツ・文化振興課（☎32‐3895、
supotsubunka@city.kiryu.lg.jp）へ。なお、申し込
み時に、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・性
別・年齢・電話番号・希望種目（募集種目①～③か
ら１つ選択）を確認します。
問い合わせ＝スポーツ・文化振興課スポーツ振興担
当（☎32‐3895）

▲さとふる募
　集ページ①

▲さとふる募
　集ページ②

▲大型トイレカー大型トイレカー
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景観講演会
「デザイン目線で見る繊維の街
桐生の景観　真・善・美」

　ファッションデザイナーの
和﨑拓人さんを迎え、景観講
演会を開催します。詳しくは
市ホームページをご確認くだ
さい。
　和﨑さんはデザイナーとし
てモノづくりのために全国の繊維産地を回る中、
桐生の繊維技術の多様性に触れたことをきっかけ

に移住しました。アトリエ兼ボードゲームカフェ
を経営しながら、30年・40年後につながるような
町並みの継承にも取り組んでいます。
期日＝12月５日（金）
時間＝午後６時から
場所＝中央公民館（403・404研修室）
申し込み＝11月28日（金）午後５時ま
でに右上の二次元コードまたはＥメールで都市計
画課（toshikei@city.kiryu.lg.jp）へ。
※Ｅメールで申し込む場合、件名を「景観講演会
　申し込み」とし、申込者の①氏名②ふりがな③
　住所④日中に連絡の取れる電話番号を記載して
　ください。
問い合わせ＝都市計画課景観係（☎32‐3787）

有料広告を募集します

▶広報きりゅう
　令和８年４月号に掲載する有料広告を
募集します。詳しくは、右の二次元コー
ドから市ホームページをご覧ください。
掲載場所・掲載料・規格＝次の①～③のとおり。各
広告は、カラー（４色）刷りで、ページの下段に掲
載します。
①１号広告（中ページ１段）…３万1,350円（縦
　４.５センチメートル×横17.８センチメートル）
②２号広告（中ページ１段の２分の１）…１万
　5,620円（縦４.５センチメートル×横８.８センチ
　メートル）
③３号広告（裏表紙）…４万1,800円（縦４.５セン
　チメートル×横17.８センチメートル）
募集枠数＝１発行あたり14枠分まで（先着順）※
１号広告は２枠分、２号広告は１枠分、３号広告
は２枠分の枠数を使用
申し込み＝11月10日（月）から、電子申請（市ホー
ムページにリンクがあります）でお申し込みくださ
い。
※掲載を希望する枠に上限を超える枠数の申し込
　みがあった場合は、抽せんで掲載の優先順位を
　決定します。
※申し込みに空きがある場合は、掲載を希望する
　号の発行日の１か月前を期限に随時受け付けま
　す。
問い合わせ＝魅力発信課魅力発信担当（☎46‐
1049）
▶子育て支援課業務用封筒
　児童手当・児童扶養手当や、幼稚園・保育所・認

定こども園の利用者などへの通知を発送する封筒に
掲載する有料広告を募集します。詳しくは、下の二
次元コードから市ホームページをご覧ください。
広告掲載規格＝１枠縦４センチメートル×横９セン
チメートル、黒１色で封筒裏面に掲載
募集枠数＝４枠
掲載料＝１枠５万4,750円
封筒の規格＝長形３号
作成予定枚数＝１万7,000枚
使用期間＝令和８年４月頃から在庫がなくなるまで
（約１年間）
掲載条件＝納付すべき市税などを滞納していないこ
と
申し込み＝11月14日（金）までに、申込書を直接子
育て支援課へ。
問い合わせ＝子育て支援課子育て相談係（☎47‐
1152）
▶ごみと再生資源の収集カレンダー
　令和８年度ごみと再生資源の収集
カレンダーの有料広告を募集します。
詳しくは、右の二次元コードから市
ホームページをご覧ください。
掲載規格＝１枠縦２.５センチメートル×横９.４セ
ンチメートル、カラーで掲載
募集枠数＝３枠
掲載料＝１枠５万5,000円
作成枚数＝６万2,000枚
掲載条件＝納付すべき市税などを滞納していないこ
と
申し込み＝12月１日（月）から15日（月）までに、
申込書を直接清掃センターへ。
問い合わせ＝清掃センター清掃担当（☎74‐
1014）

広報きりゅう令和７年11月号 12
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物価高騰対策高齢者単身世帯応援事業
5,000円分のポイント入り桐ペイカード
を不在などで受け取れなかった人へ
　
　８月下旬から９月中旬に、
対象世帯へ、5,000円分の
ポイントが入った桐ペイカ
ードを簡易書留で送付しま
した。不在などで受け取れ
なかった人は、ポイントの有効期限が令和８年１月

31日（土）のため、令和８年１月30日（金）まで
に受け取ってください。
カード配布対象者＝基準日（令和７年６月１日）に
桐生市の住民基本台帳に登録のある75歳以上の単
身世帯の人。
受け取り方法＝身分証明書（顔写真付きのもの１点
または顔写真なしのもの２点）を持参し、直接健康
長寿課へ。詳しくは、右の二次元コード
から市ホームページをご覧ください。
問い合わせ＝健康長寿課長寿支援係
（☎44‐8215）

市内交通事業者３社による
合同ドライバー募集説明会
　主に桐生地域を運行する３交通事業者（桐生朝
日自動車株式会社、株式会社沼田屋タクシー、桐
生合同タクシー株式会社）による合同ドライバー
募集説明会を開催します。
　詳細は、右の二次元コードから市
ホームページをご確認ください。
期日＝11月16日（日）
時間＝午前９時30分～午後１時30分※午前９時20

分から午後１時まで受け付け
場所＝美喜仁桐生文化会館４階国際会議室
募集するドライバー＝おりひめバス、タクシー、
日本版ライドシェア
申し込み＝11月14日（金）正午までに、
右の二次元コードから申し込んでくださ
い。
問い合わせ＝交通ビジョン推進室交通ビジョン推
進担当（☎48‐9041）、桐生朝日自動車株式会社
（☎54‐2420）、株式会社沼田屋タクシー（☎76
‐9101）、桐生合同タクシー株式会社（☎22‐
2881）

市役所敷地内おもいやり駐車場
周辺の通行止め規制区間の変更
　新本庁舎外構工事に伴い、２回に分けておもいや
り駐車場周辺の通行止め規制区間の変更を行います。
　工事完了までの間、大変ご不便をお掛けしますが、
ご理解の程、よろしくお願いします。
▶通行止め規制区間の変更（１回目）
通行止め期間＝令和８年３月末まで（予定）
通行止め箇所＝右図の緑色の箇所
※仮設おもいやり駐車場の出入口が１か所のみとな
　ります。
庁舎出入口＝出入口２（１月中旬まで）、通用口
▶通行止め規制区間の変更（２回目）
　おもいやり駐車場の移設と庁舎出入口が変更にな
ります。
通行止め期間＝令和８年１月中旬から３月末まで
（予定）
通行止め箇所＝右図の赤色の箇所

※仮設おもいやり駐車場は、中央中学校側の本設お
　もいやり駐車場へ移設します。移設後は、本設お
　もいやり駐車場出入口（歩行者利用不可）から入
　場できます。
庁舎出入口＝出入口１（１月中旬から）、通用口
問い合わせ＝総務課庶務担当（☎32‐4145）

外構工事外構工事
エリアエリア

市役所市役所

中央中学校中央中学校

美喜仁美喜仁
桐生文桐生文
化会館化会館

立体駐車場立体駐車場

臨時駐車場臨時駐車場

臨時駐車場臨時駐車場

通用口通用口

敷地内通行止め敷地内通行止め

仮設おもいやり仮設おもいやり
駐車場（1月中駐車場（1月中
旬まで）旬まで）

ＮＮ

出入口 1出入口 1（（1月中旬から1月中旬から））

本設おもいやり駐車場本設おもいやり駐車場
（1月中旬～）（1月中旬～）

仮設おもいやり仮設おもいやり
駐車場出入口駐車場出入口
（1月中旬まで）（1月中旬まで）

本設おもいやり本設おもいやり
駐車場出入口駐車場出入口
（1月中旬～）（1月中旬～）

出入口 2出入口 2
（（1月中旬まで1月中旬まで））

13 ☎桐生市の市外局番は0277



お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

講
座

子
育
て

健
康

シ
ニ
ア
世
代

関
連
団
体

く
ら
し
の
便
利
ガ
イ
ド

K
iryu N

ew
s

特
集

物価高騰対策高齢者単身世帯応援事業
5,000円分のポイント入り桐ペイカード
を不在などで受け取れなかった人へ
　
　８月下旬から９月中旬に、
対象世帯へ、5,000円分の
ポイントが入った桐ペイカ
ードを簡易書留で送付しま
した。不在などで受け取れ
なかった人は、ポイントの有効期限が令和８年１月

31日（土）のため、令和８年１月30日（金）まで
に受け取ってください。
カード配布対象者＝基準日（令和７年６月１日）に
桐生市の住民基本台帳に登録のある75歳以上の単
身世帯の人。
受け取り方法＝身分証明書（顔写真付きのもの１点
または顔写真なしのもの２点）を持参し、直接健康
長寿課へ。詳しくは、右の二次元コード
から市ホームページをご覧ください。
問い合わせ＝健康長寿課長寿支援係
（☎44‐8215）

市内交通事業者３社による
合同ドライバー募集説明会
　主に桐生地域を運行する３交通事業者（桐生朝
日自動車株式会社、株式会社沼田屋タクシー、桐
生合同タクシー株式会社）による合同ドライバー
募集説明会を開催します。
　詳細は、右の二次元コードから市
ホームページをご確認ください。
期日＝11月16日（日）
時間＝午前９時30分～午後１時30分※午前９時20

分から午後１時まで受け付け
場所＝美喜仁桐生文化会館４階国際会議室
募集するドライバー＝おりひめバス、タクシー、
日本版ライドシェア
申し込み＝11月14日（金）正午までに、
右の二次元コードから申し込んでくださ
い。
問い合わせ＝交通ビジョン推進室交通ビジョン推
進担当（☎48‐9041）、桐生朝日自動車株式会社
（☎54‐2420）、株式会社沼田屋タクシー（☎76
‐9101）、桐生合同タクシー株式会社（☎22‐
2881）

市役所敷地内おもいやり駐車場
周辺の通行止め規制区間の変更
　新本庁舎外構工事に伴い、２回に分けておもいや
り駐車場周辺の通行止め規制区間の変更を行います。
　工事完了までの間、大変ご不便をお掛けしますが、
ご理解の程、よろしくお願いします。
▶通行止め規制区間の変更（１回目）
通行止め期間＝令和８年３月末まで（予定）
通行止め箇所＝右図の緑色の箇所
※仮設おもいやり駐車場の出入口が１か所のみとな
　ります。
庁舎出入口＝出入口２（１月中旬まで）、通用口
▶通行止め規制区間の変更（２回目）
　おもいやり駐車場の移設と庁舎出入口が変更にな
ります。
通行止め期間＝令和８年１月中旬から３月末まで
（予定）
通行止め箇所＝右図の赤色の箇所

※仮設おもいやり駐車場は、中央中学校側の本設お
　もいやり駐車場へ移設します。移設後は、本設お
　もいやり駐車場出入口（歩行者利用不可）から入
　場できます。
庁舎出入口＝出入口１（１月中旬から）、通用口
問い合わせ＝総務課庶務担当（☎32‐4145）

外構工事外構工事
エリアエリア

市役所市役所

中央中学校中央中学校

美喜仁美喜仁
桐生文桐生文
化会館化会館

立体駐車場立体駐車場

臨時駐車場臨時駐車場

臨時駐車場臨時駐車場

通用口通用口

敷地内通行止め敷地内通行止め

仮設おもいやり仮設おもいやり
駐車場（1月中駐車場（1月中
旬まで）旬まで）

ＮＮ

出入口 1出入口 1（（1月中旬から1月中旬から））

本設おもいやり駐車場本設おもいやり駐車場
（1月中旬～）（1月中旬～）

仮設おもいやり仮設おもいやり
駐車場出入口駐車場出入口
（1月中旬まで）（1月中旬まで）

本設おもいやり本設おもいやり
駐車場出入口駐車場出入口
（1月中旬～）（1月中旬～）

出入口 2出入口 2
（（1月中旬まで1月中旬まで））
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乳幼児の健康診査など
　対象者には受付時間を記載した通知を送付しま
すので、ご確認ください。

　市ホームページや桐生ふれあいメールでも確認で
きます。
問い合わせ＝子育て相談課母子保健係（☎ 43 ‐
2003、43 ‐ 2009）

行事 期日 対象 場所
３か月児健康診査 12/17（水） 令和７年８月13日～９月14日生まれ

保健福祉会館

10か月児健康診査 12/24（水） 令和７年１月20日～２月24日生まれ
１歳６か月児健康診査 12/８（月） 令和６年５月16日～６月15日生まれ
２歳児歯科健康診査 12/３（水） 令和５年６月21日～７月24日生まれ
３歳児健康診査 12/10（水） 令和４年６月23日～７月８日生まれ
育児相談 12/18（木） 小学校入学前のお子さんと保護者※要予約
すこやか栄養相談 随時 妊婦または子育て中の人
もぐもぐ離乳食 12/11（木） 生後４～６か月のお子さんと保護者※要予約
ステップアップ！離乳食 12/12（金） 生後７～９か月のお子さんと保護者※要予約
３か月児健康診査 12/25（木） 令和７年７月25日～８月31日生まれ

新里町保健
文化センター10か月児健康診査 12/25（木） 令和７年１月７日～２月21日生まれ

１歳６か月児健康診査 12/25（木） 令和６年４月１日～５月31日生まれ

総合検診 胃がん検診 結核・肺がん検診

対象者 40歳以上で受診券を持っている人
（子宮頸

けい

がん検診は20歳以上）
40歳以上 40歳以上

検診内容
わたらせ健康診査、胃がん（バリウム）検診、
結核・肺がん検診、子宮頸がん検診、乳がん検
診、大腸がん検診、胃がんリスク検診、肝炎ウ
イルス検診、前立腺がん検診

胃バリウム検査
（胃部エックス線撮影）

①胸部レントゲン検査
　（胸部エックス線撮影）
②喀
かくたん

痰細胞診検査
　（問診で必要と認められた人）

受付時間
申し込み後、受付時間を示した通知を個別に郵送
※結核・肺がん検診は午前8時30分～11時に直
　接お越しください。

申し込み後、受付時間を
示した通知を個別に郵送

午前９時～11時30分
※11月14日（金）は午前８時30分
　～11時

事前申し込み 必要 不要

費用
①わたらせ健康診査…無料②胃がんリスク・肝
炎・結核肺がん・大腸がん検診…各500円③前
立腺がん・胃がん・乳がん検診…各1,000円④
子宮頸がん検診…1,100円

1,000円 ①500円
②700円

費用無料の
対象者

70歳以上
※結核肺がん検診は65歳以上 70歳以上 65歳以上

11
月

９日（日） 保健福祉会館
10日（月） 新里町保健文化センター
13日（木） 相生公民館
14日（金） 総合福祉センター★
23日（祝） 保健福祉会館
27日（木） 保健福祉事務所（相生町）
28日（金） 川内公民館

12
月

２日（火） 新里町保健文化センター
３日（水） 菱公民館
５日（金） 相生公民館

がん検診を受けましょう

申し込み＝ �5 月中に郵送した「各種検（健）診日程

と受け方」を参考に、申込書または
電子申請で希望する受診日の 3週間
前までに申し込んでください。
問い合わせ＝健康長寿課成人保健係（☎44‐8247）

※受診日まで 3週間未満となった検診の申し込みについては、電話で健康長寿課成人保健係（☎ 44‐ 8247）へ。
※生活保護世帯、市民税非課税世帯の人は、受診時の申請により無料となります。そのほかの減免については、受診券と一
　緒に送付した「各種検 ( 健 ) 診日程と受け方」をご覧ください。
※感染症法では、65歳以上の方は結核健康診断を受けることが義務づけられています。積極的に受けましょう。
★リフト搭載検診車の日です。車いす利用者、階段の昇降が困難な人は、事前に電話でご連絡ください。（定員 10人）
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企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
金

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
ふ
る
さ
と
桐
生

応
援
寄
附
金

物
品
（
敬
称
略
）

９
月
30
日
受
け
入
れ

▼
こ
く
み
ん
共
済c

コ

ー

プ

oop

群
馬

推
進
本
部
／
横
断
旗
１
０
０
本

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
は

大
切
に
保
管
を

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
確
定
申

告
の
際
に
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
令
和
７
年
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付

し
た
保
険
料
全
額
の
ほ
か
、
今
年

追
納
し
た
過
去
の
年
度
分
の
保
険

料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
は
令
和
８

年
２
月
上
旬
頃
ま
で
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
に
は
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
を
行
う
際
に
、
必

ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
な

ど
保
険
料
を
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
書
面
で
郵
送
す
る
控
除
証

明
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
お
い

て
電
子
デ
ー
タ
で
受
け
取
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
受
け
取
っ
た
電
子

デ
ー
タ
はe

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

‐T
ax

で
の
確
定
申

告
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
日
本

年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
（
☎
32
３

５
６
５
）
、
桐
生
年
金
事
務
所

（
☎
44
２
３
１
１
）

お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
を

期
日
＝
11
月
26
日
（
水
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
（
☎
44
８

２
３
９
）

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
の
受
け
付
け

　
い
ず
れ
も
本
人
お
よ
び
扶
養
義

務
者
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▼
特
別
障
害
者
手
当

対
象
＝
著
し
く
重
度
の
障
が
い
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

20
歳
以
上
の
在
宅
の
人

金
額
＝
月
額
２
万
９
５
９
０
円

▼
障
害
児
福
祉
手
当

対
象
＝
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

の
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満

の
在
宅
の
人

金
額
＝
月
額
１
万
６
１
０
０
円

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
（
☎
44
８

２
３
７
）

第
39
回
明
る
い
家
庭
・
地
域

づ
く
り
運
動
推
進
市
民
大
会

期
日
＝
11
月
15
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

内
容
＝
①
推
進
標
語
最
優
秀
賞
の

表
彰
②
イ
メ
ー
ジ
写
真
最
優
秀
賞
・

優
秀
賞
の
表
彰
・
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ

ー
③
令
和
７
年
度
「
少
年
の
主
張
」

桐
生
地
区
優
秀
者
（
市
内
中
学
生

３
人
）
に
よ
る
発
表

問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
課
（
☎
47

２
１
８
４
）

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
11
月
９
日
（
日
）
か
ら
15
日

（
土
）
ま
で
、
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
を
全
国
一
斉
に
実
施
し
ま

す
。
期
間
中
、
消
防
本
部
で
は
、

事
業
所
な
ど
の
立
入
検
査
や
火
災

予
防
の
広
報
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
消
防
団
と
婦
人
消
防
隊
で
は
、

火
災
予
防
広
報
の
ち
ら
し
を
各
世

帯
に
配
布
し
ま
す
。

　
黒
保
根
町
で
は
、
午
前
７
時
と

午
後
７
時
に
、
火
災
予
防
の
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
火
災
と
間

違
え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
47
１
７
０
３
）

季
節
資
金
（
年
末
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
賞
与
の
支
払
い
な
ど
、
年
末
の

運
転
資
金
に
利
用
で
き
ま
す
。

対
象
＝
次
の
全
て
に
該
当
す
る
市

内
の
事
業
者

①�

市
内
に
店
舗
、
工
場
、
事
務
所

な
ど
を
持
っ
て
い
る

②�

同
一
業
種
を
１
年
以
上
継
続
し

て
い
る

限
度
額
＝
１
０
０
０
万
円

年
利
＝
１
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
以
内

融
資
期
間
＝
６
か
月
以
内

返
済
方
法
＝
分
割
ま
た
は
一
括
返
済

申
し
込
み
＝
令
和
８
年
１
月
30
日

（
金
）
ま
で
に
、
各
制
度
融
資
取

扱
金
融
機
関
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
各
制
度
融
資
取
扱

金
融
機
関
、
商
工
振
興
課
（
☎
32

４
１
０
４
）

広
告
広
告

寄
附
金
（
敬
称
略
）

８
月
１
日
受
け
入
れ

▼
加
藤
鉄
工
チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
／
18
万
３
０
０
０
円

ふ
る
さ
と
桐
生

応
援
寄
附
金

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

くらしガイド

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

講
座

子
育
て

健
康

シ
ニ
ア
世
代

関
連
団
体

く
ら
し
の
便
利
ガ
イ
ド

K
iryu N

ew
s

特
集
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企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
金

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
ふ
る
さ
と
桐
生

応
援
寄
附
金

物
品
（
敬
称
略
）

９
月
30
日
受
け
入
れ

▼
こ
く
み
ん
共
済c

コ

ー

プ

oop

群
馬

推
進
本
部
／
横
断
旗
１
０
０
本

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
は

大
切
に
保
管
を

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
確
定
申

告
の
際
に
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
令
和
７
年
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付

し
た
保
険
料
全
額
の
ほ
か
、
今
年

追
納
し
た
過
去
の
年
度
分
の
保
険

料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保

険
料
）
控
除
証
明
書
」
は
令
和
８

年
２
月
上
旬
頃
ま
で
に
日
本
年
金

機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
控
除
を
受
け
る
に
は
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
を
行
う
際
に
、
必

ず
こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
な

ど
保
険
料
を
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
書
面
で
郵
送
す
る
控
除
証

明
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
お
い

て
電
子
デ
ー
タ
で
受
け
取
る
こ
と

が
可
能
で
す
。
受
け
取
っ
た
電
子

デ
ー
タ
はe

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

‐T
ax

で
の
確
定
申

告
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
下
の
二

次
元
コ
ー
ド
か
ら
日
本

年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
（
☎
32
３

５
６
５
）
、
桐
生
年
金
事
務
所

（
☎
44
２
３
１
１
）

お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
を

期
日
＝
11
月
26
日
（
水
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
（
☎
44
８

２
３
９
）

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
の
受
け
付
け

　
い
ず
れ
も
本
人
お
よ
び
扶
養
義

務
者
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

▼
特
別
障
害
者
手
当

対
象
＝
著
し
く
重
度
の
障
が
い
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

20
歳
以
上
の
在
宅
の
人

金
額
＝
月
額
２
万
９
５
９
０
円

▼
障
害
児
福
祉
手
当

対
象
＝
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時

の
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満

の
在
宅
の
人

金
額
＝
月
額
１
万
６
１
０
０
円

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
（
☎
44
８

２
３
７
）

第
39
回
明
る
い
家
庭
・
地
域

づ
く
り
運
動
推
進
市
民
大
会

期
日
＝
11
月
15
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

内
容
＝
①
推
進
標
語
最
優
秀
賞
の

表
彰
②
イ
メ
ー
ジ
写
真
最
優
秀
賞
・

優
秀
賞
の
表
彰
・
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ

ー
③
令
和
７
年
度
「
少
年
の
主
張
」

桐
生
地
区
優
秀
者
（
市
内
中
学
生

３
人
）
に
よ
る
発
表

問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
課
（
☎
47

２
１
８
４
）

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
11
月
９
日
（
日
）
か
ら
15
日

（
土
）
ま
で
、
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動
を
全
国
一
斉
に
実
施
し
ま

す
。
期
間
中
、
消
防
本
部
で
は
、

事
業
所
な
ど
の
立
入
検
査
や
火
災

予
防
の
広
報
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
消
防
団
と
婦
人
消
防
隊
で
は
、

火
災
予
防
広
報
の
ち
ら
し
を
各
世

帯
に
配
布
し
ま
す
。

　
黒
保
根
町
で
は
、
午
前
７
時
と

午
後
７
時
に
、
火
災
予
防
の
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
火
災
と
間

違
え
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
47
１
７
０
３
）

季
節
資
金
（
年
末
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
賞
与
の
支
払
い
な
ど
、
年
末
の

運
転
資
金
に
利
用
で
き
ま
す
。

対
象
＝
次
の
全
て
に
該
当
す
る
市

内
の
事
業
者

①�

市
内
に
店
舗
、
工
場
、
事
務
所

な
ど
を
持
っ
て
い
る

②�

同
一
業
種
を
１
年
以
上
継
続
し

て
い
る

限
度
額
＝
１
０
０
０
万
円

年
利
＝
１
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
以
内

融
資
期
間
＝
６
か
月
以
内

返
済
方
法
＝
分
割
ま
た
は
一
括
返
済

申
し
込
み
＝
令
和
８
年
１
月
30
日

（
金
）
ま
で
に
、
各
制
度
融
資
取

扱
金
融
機
関
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
各
制
度
融
資
取
扱

金
融
機
関
、
商
工
振
興
課
（
☎
32

４
１
０
４
）

広
告
広
告

寄
附
金
（
敬
称
略
）

８
月
１
日
受
け
入
れ

▼
加
藤
鉄
工
チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
／
18
万
３
０
０
０
円

ふ
る
さ
と
桐
生

応
援
寄
附
金

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

くらしガイド

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

講
座

子
育
て

健
康

シ
ニ
ア
世
代

関
連
団
体

く
ら
し
の
便
利
ガ
イ
ド

K
iryu N

ew
s

特
集
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くらしガイド
建
物
の
取
り
壊
し
・
利
用

変
更
で
必
ず
届
出
を

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
を
基
準
日
と
し
て
課
税
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
中
に
建
物
の
全
部
ま

た
は
一
部
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、

滅
失
届
を
税
務
課
（
市
役
所
２
階
）

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
12
月
31

日
ま
で
に
取
り
壊
し
た
建
物
に
は
、

翌
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
店
舗
や
工
場
な
ど
か
ら

住
宅
に
利
用
状
況
が
変
わ
っ
た
場

合
な
ど
は
、
固
定
資
産
税
の
算
定

方
法
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課
（
☎
48
９

０
１
１
）

農
振
除
外
・
農
振
編
入

　
農
振
農
用
地
区
域
内
の
農
地
は

農
地
以
外
の
目
的
で
使
用
す
る
場

合
、
農
地
転
用
す
る
前
に
農
用
地

区
域
か
ら
除
外
（
農
振
除
外
）
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
農
振
除
外

す
る
に
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
既
に
除
外
さ
れ
て
い
る

土
地
で
、
農
地
転
用
し
て
い
な
い

場
合
や
、
早
期
に
転
用
す
る
見
込

み
の
な
い
場
合
は
、
農
振
編
入
を

行
い
ま
す
。

申
請
方
法
＝
11
月
10
日
（
月
）
か

ら
28
日
（
金
）
ま
で
に
、
農
用
地

区
域
変
更
申
請
書
と
必
要
書
類
を
、

直
接
農
林
振
興
課
（
市
役
所
３
階
、

☎
32
４
１
３
４
）
へ
。
申
請
の
承

認
・
不
承
認
に
は
時
間
を
要
し
ま

す
。
申
請
用
紙
は
同
課
と
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

福
祉
シ
ョ
ッ
プ

期
日
＝
11
月
13
日
（
木
）
・
27
日

（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
１
時
30
分

場
所
＝
市
役
所
多
目
的
ス
ペ
ー
ス

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
（
☎
44
８

２
３
７
）

教
育
委
員
会
定
例
会
の
傍
聴

期
日
＝
11
月
12
日
（
水
）
、
12
月

５
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
※
当
日
午

後
１
時
30
分
か
ら
１
時
45
分
ま
で

教
育
委
員
会
総
務
課
（
小
曾
根
町
、

教
育
セ
ン
タ
ー
３
階
）
で
受
け
付
け

場
所
＝
教
育
委
員
会
室
（
教
育
セ

ン
タ
ー
３
階
）

募
集
人
数
＝
５
人
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

課
（
☎
46
６
０
３
０
）

桐
生
市
総
合
教
育
会
議
の
傍
聴

期
日
＝
11
月
12
日
（
水
）

時
間
＝
午
後
３
時
30
分
か
ら
※
当

日
午
後
３
時
か
ら
３
時
15
分
ま
で

教
育
委
員
会
総
務
課
で
受
け
付
け

場
所
＝
５
０
１
会
議
室
（
教
育
セ

ン
タ
ー
５
階
）

募
集
人
数
＝
５
人
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

課
（
☎
46
６
０
３
０
）

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験

　
防
災
行
政
無
線
（
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
、
戸
別
受
信
機
）
・
緊
急
告

知
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
（
防
災
ラ
ジ
オ
）
・

防
災
ア
プ
リ
（H

ハ

ザ

ー

ド

ン

AZARD
O

N

）
・

桐
生
ふ
れ
あ
い
メ
ー
ル
に
よ
る
情

報
伝
達
試
験
を
行
い
ま
す
。

期
日
＝
11
月
12
日
（
水
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら

問
い
合
わ
せ=

防
災
・
危
機
管
理

課
（
☎
46
１
１
５
１
）

都
市
計
画
案
の
縦
覧

　
次
の
都
市
計
画
案
が
縦
覧
で
き

ま
す
。

①
桐
生
駅
裏
土
地
区
画
整
理
事
業

の
変
更
（
事
業
未
着
手
区
域
の
廃
止
）

②
下
水
道
計
画
区
域
の
変
更

期
間
＝
11
月
11
日
（
火
）
～
25
日

（
火
）

時
間
＝
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
15
分
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

場
所
＝
①
都
市
計
画
課
（
市
役
所

2
階
）
②
下
水
道
課
（
美
原
町
、

水
道
局
）

意
見
書
の
提
出
＝
意
見
の
あ
る
人

は
縦
覧
期
間
中
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
意
見
書

は
会
場
に
備
え
付
け
の
も
の
、
ま

た
は
必
要
事
項
（
氏
名
・
住
所
・

利
害
関
係
・
意
見
要
旨
）
を
記
入

し
た
も
の
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で
、

縦
覧
場
所
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
①
都
市
計
画
課

（
☎
32
３
７
８
４
）
②
下
水
道
課

（
☎
32
４
３
４
８
）

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
秋
季

大
会
参
加
者
へ
の
費
用
交
付

　
第
63
回
群
馬
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
秋
季
大
会
に
参
加
す
る
選
手
と

役
員
に
、
強
化
費
と
報
償
費
を
交

付
し
ま
す
。

申
し
込
み
＝
必
要
書
類
を
直

接
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
市
民
体
育
館
、
〒
３
７
６
‐
０

０
１
１
相
生
町
三
丁
目
３
０
０
、

sports-j@
kiryu-piif.jp

）
へ
。

※
原
則
、
団
体
の
代
表
者
が
申
請

　
し
て
く
だ
さ
い
。
個
人
で
参
加

　
す
る
人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類
＝
強
化
事
業
開
始
前
…

強
化
事
業
計
画
書
、
選
手
名
簿
／

大
会
終
了
後
…
強
化
事
業
報
告
書
、

大
会
結
果

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
54
５
７
０
５
）

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る

説
明
会
＆
個
別
相
談
会

期
日
＝
12
月
25
日
（
木
）

時
間
＝
①
説
明
会
…
午
後
2
時
～

3
時
②
個
別
相
談
会
…
午
後
3
時

15
分
～
4
時
15
分

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
市
民
文
化
会

館
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

募
集
人
数
＝
①
１
０
０
人
程
度
②

市
内
に
居
住
し
、
制
度
利
用
を
検

広
告

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

▼�

エ
ク
セ
ル
講
座

期
日
＝
12
月
15
日
か
ら
令
和
８
年

３
月
９
日
ま
で
の
月
曜
日

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

ス
マ
ホ
教
室

時
間
＝
各
回
と
も
午
前
10
時
30
分

か
ら
午
後
0
時
30
分
ま
で

募
集
人
数
＝
各
回
20
人
（
先
着
順
）

持
ち
物
＝
本
人
所
有
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）

申
し
込
み
＝
各
申
込
期
限
ま
で

（
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
10
時

～
午
後
３
時
）
に
、
電
話
で
ス
マ

ホ
教
室
予
約
セ
ン
タ
ー
（
☎
70
６

６
５
５
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
Ｄ
Ｘ
推
進
室
（
☎

32
４
１
９
６
）

▼
こ
れ
で
安
心
ス
マ
ホ
の
基
本

　
（
初
級
レ
ベ
ル
）

内
容
＝
ス
マ
ホ
の
基
本
操
作

期
日
＝
12
月
３
日
（
水
）

場
所
＝t

ツ

ク

ル

ン

sukurun K

キ

リ

ュ

ウ

IRYU

申
込
期
限
＝
12
月
１
日
（
月
）

▼
便
利
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

　
を
使
お
う
（
中
級
レ
ベ
ル
）

内
容
＝
「
桐
ペ
イ
」
に
つ
い
て

期
日
＝
11
月
13
日
（
木
）

場
所
＝
桜
木
公
民
館

申
込
期
限
＝
11
月
12
日
（
水
）

▼
ス
マ
ホ
で
健
康
管
理
を
し
よ
う

　
（
中
級
レ
ベ
ル
）

内
容
＝
群
馬
県
健
康
ア
プ
リ

「G

ジ
ー
ウ
ォ
ー
ク
プ
ラ
ス

-W
alk

＋
」
に
つ
い
て

期
日
＝
11
月
20
日
（
木
）

時
～
午
後
４
時
、
☎
52
３
４
５
６
）
へ
。

桐
商
っ
ぷ 

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

　
桐
生
商
業
高
校
の
生
徒
と
一
緒

に
「
桐
生
織
を
使
っ
た
つ
ま
み
細

工
の
正
月
飾
り
」
を
作
り
ま
す
。

期
日
＝
12
月
26
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時

場
所
＝
桐
生
商
業
高
校

募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
） 

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴

　
が
必
要

費
用
＝
１
個
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
11
月
25
日
（
火
）
か

ら
12
月
５
日
（
金
）
ま
で
に
電
話

で
桐
生
商
業
高
校
（
☎
44
２
４
７

７
）
へ
。

17 ☎桐生市の市外局番は0277

広
告

討
し
て
い
る
本
人
や
、
そ
の
家
族

20
人
程
度
※
①
②
と
も
先
着
順

申
し
込
み
＝
直
接
健
康
長
寿
課
・

福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）
、
桐
生

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
新
宿
三
丁

目
）
、
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
い
ず
れ
か
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長
寿
課
（
☎

44
８
２
１
５
）
、
福
祉
課
（
☎
44

８
２
３
７
）

第
45
回
交
通
安
全
推
進
大
会

　
「
交
通
事
故
を
追
放
し
、
こ
の

ま
ち
か
ら
悲
し
み
を
な
く
そ
う
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
交
通
事
故
の

な
い
住
み
良
い
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

期
日
＝
11
月
７
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

内
容
＝
交
通
安
全
功
労
者
の
表
彰
、

体
験
発
表
、
大
会
宣
言
な
ど

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
づ
く
り
課

（
☎
32
３
２
８
０
）

年
末
の
ご
み
の
持
ち
込
み

は
計
画
的
に

　
年
末
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご

み
の
持
ち
込
み
は
12
月
29
日
（
月
）

ま
で
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
※

11
月
30
日
（
日
）
は
持
ち
込
み
可

能
）
で
す
。
年
末
は
大
変
な
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
計
画
的
な
ご

み
の
持
ち
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

持
ち
込
み
受
付
時
間
＝
午
前
８
時

30
分
～
午
後
４
時
45
分

問
い
合
わ
せ
＝
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
☎
74
１
０
１
０
）

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
講
座

申
し
込
み
＝
11
月
10
日
（
月
）
か

ら
12
月
５
日
（
金
）
ま
で
に
電
話

で
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
☎
54
２

１
０
１
）
へ
。
※
土
、
日
、
祝
日

を
除
く
。
詳
し
く
は
下

の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼�

パ
ソ
コ
ン
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
サ

ポ
ー
ト
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル

ま
た
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
基
礎

コ
ー
ス
か
ら
選
択
）

期
日
＝
12
月
15
日
か
ら
令
和
8
年

３
月
23
日
ま
で
の
月
曜
日

講
座

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

▼�

エ
ク
セ
ル
講
座

期
日
＝
12
月
15
日
か
ら
令
和
８
年

３
月
９
日
ま
で
の
月
曜
日

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

ス
マ
ホ
教
室

時
間
＝
各
回
と
も
午
前
10
時
30
分

か
ら
午
後
0
時
30
分
ま
で

募
集
人
数
＝
各
回
20
人
（
先
着
順
）

持
ち
物
＝
本
人
所
有
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）

申
し
込
み
＝
各
申
込
期
限
ま
で

（
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
10
時

～
午
後
３
時
）
に
、
電
話
で
ス
マ

ホ
教
室
予
約
セ
ン
タ
ー
（
☎
70
６

６
５
５
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
Ｄ
Ｘ
推
進
室
（
☎

32
４
１
９
６
）

▼
こ
れ
で
安
心
ス
マ
ホ
の
基
本

　
（
初
級
レ
ベ
ル
）

内
容
＝
ス
マ
ホ
の
基
本
操
作

期
日
＝
12
月
３
日
（
水
）

場
所
＝t

ツ

ク

ル

ン

sukurun K

キ

リ

ュ

ウ

IRYU

申
込
期
限
＝
12
月
１
日
（
月
）

▼
便
利
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

　
を
使
お
う
（
中
級
レ
ベ
ル
）

内
容
＝
「
桐
ペ
イ
」
に
つ
い
て

期
日
＝
11
月
13
日
（
木
）

場
所
＝
桜
木
公
民
館

申
込
期
限
＝
11
月
12
日
（
水
）

▼
ス
マ
ホ
で
健
康
管
理
を
し
よ
う

　
（
中
級
レ
ベ
ル
）

内
容
＝
群
馬
県
健
康
ア
プ
リ

「G

ジ
ー
ウ
ォ
ー
ク
プ
ラ
ス

-W
alk

＋
」
に
つ
い
て

期
日
＝
11
月
20
日
（
木
）

場
所
＝tsukurun KIRYU

申
込
期
限
＝
11
月
19
日
（
水
）

▼L

ラ
イ
ン

IN
E

を
使
い
こ
な
そ
う
（
中

　
級
レ
ベ
ル
）

内
容
＝
ス
タ
ン
プ
や
写
真
の
送
り

方
な
ど

期
日
＝
11
月
26
日
（
水
）

場
所
＝
川
内
公
民
館

申
込
期
限
＝
11
月
24
日
（
振
休
）

南
公
園
樹
木
剪せ
ん

定
教
室

期
日
＝
11
月
22
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時

場
所
＝
南
公
園
※
小
雨
時
は
開
催

募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
11
月
21
日
（
金
）
ま

で
に
、
電
話
で
南
公
園
（
午
前
９

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

講
座

子
育
て

健
康

シ
ニ
ア
世
代

関
連
団
体

く
ら
し
の
便
利
ガ
イ
ド

K
iryu�N

ew
s

特
集

意見提出手続（パブリックコメント）

案件名＝桐生市新型インフルエンザ等
対策行動計画（案）
募集期間＝11月20日（木）～12月19
日（金）
担当課＝地域医療感染症対策室
（☎44‐8250）

決算説明会を開催します

時
～
午
後
４
時
、
☎
52
３
４
５
６
）
へ
。

桐
商
っ
ぷ 

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

　
桐
生
商
業
高
校
の
生
徒
と
一
緒

に
「
桐
生
織
を
使
っ
た
つ
ま
み
細

工
の
正
月
飾
り
」
を
作
り
ま
す
。

期
日
＝
12
月
26
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時

場
所
＝
桐
生
商
業
高
校

募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
） 

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴

　
が
必
要

費
用
＝
１
個
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
11
月
25
日
（
火
）
か

ら
12
月
５
日
（
金
）
ま
で
に
電
話

で
桐
生
商
業
高
校
（
☎
44
２
４
７

７
）
へ
。

開催期日・時間・場所 対象者・定員
12月12日（金）15：00～ 17：00
ＪＡにったみどり本店２階会議室
（みどり市笠懸町）

農業所得者
50人

12月15日（月）13：30～ 15：30
美喜仁桐生文化会館 4階スカイホール

事業所得者
不動産所得者
60人

12月16日（火）13：30～ 15：30
笠懸公民館ホール（みどり市笠懸町）

事業所得者
不動産所得者
50人

12月18日（木）13：30～ 15：30
美喜仁桐生文化会館 4階スカイホール

消費税課税事業者
60人

　具体的な決算の仕方や、青色申告決算書・収支内訳

書の作成などについて説明します。申し込みは不要で

すので、当日会場へお越しください。

問い合わせ＝桐生税務署（☎ 22‐ 3121 自動音声に

従い「２」を選択）

※�案は、担当課、市民相談情報課、新里・
　黒保根支所、市ホームページにあります。
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広
告

討
し
て
い
る
本
人
や
、
そ
の
家
族

20
人
程
度
※
①
②
と
も
先
着
順

申
し
込
み
＝
直
接
健
康
長
寿
課
・

福
祉
課
（
市
役
所
１
階
）
、
桐
生

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
新
宿
三
丁

目
）
、
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
い
ず
れ
か
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長
寿
課
（
☎

44
８
２
１
５
）
、
福
祉
課
（
☎
44

８
２
３
７
）

第
45
回
交
通
安
全
推
進
大
会

　
「
交
通
事
故
を
追
放
し
、
こ
の

ま
ち
か
ら
悲
し
み
を
な
く
そ
う
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
交
通
事
故
の

な
い
住
み
良
い
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

期
日
＝
11
月
７
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

内
容
＝
交
通
安
全
功
労
者
の
表
彰
、

体
験
発
表
、
大
会
宣
言
な
ど

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
づ
く
り
課

（
☎
32
３
２
８
０
）

年
末
の
ご
み
の
持
ち
込
み

は
計
画
的
に

　
年
末
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
ご

み
の
持
ち
込
み
は
12
月
29
日
（
月
）

ま
で
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
※

11
月
30
日
（
日
）
は
持
ち
込
み
可

能
）
で
す
。
年
末
は
大
変
な
混
雑

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
計
画
的
な
ご

み
の
持
ち
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

持
ち
込
み
受
付
時
間
＝
午
前
８
時

30
分
～
午
後
４
時
45
分

問
い
合
わ
せ
＝
清
掃
セ
ン
タ
ー

（
☎
74
１
０
１
０
）

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
講
座

申
し
込
み
＝
11
月
10
日
（
月
）
か

ら
12
月
５
日
（
金
）
ま
で
に
電
話

で
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
☎
54
２

１
０
１
）
へ
。
※
土
、
日
、
祝
日

を
除
く
。
詳
し
く
は
下

の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼�

パ
ソ
コ
ン
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
サ

ポ
ー
ト
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル

ま
た
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
基
礎

コ
ー
ス
か
ら
選
択
）

期
日
＝
12
月
15
日
か
ら
令
和
8
年

３
月
23
日
ま
で
の
月
曜
日

講
座

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

▼�

エ
ク
セ
ル
講
座

期
日
＝
12
月
15
日
か
ら
令
和
８
年

３
月
９
日
ま
で
の
月
曜
日

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

ス
マ
ホ
教
室

時
間
＝
各
回
と
も
午
前
10
時
30
分

か
ら
午
後
0
時
30
分
ま
で

募
集
人
数
＝
各
回
20
人
（
先
着
順
）

持
ち
物
＝
本
人
所
有
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）

申
し
込
み
＝
各
申
込
期
限
ま
で

（
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
10
時

～
午
後
３
時
）
に
、
電
話
で
ス
マ

ホ
教
室
予
約
セ
ン
タ
ー
（
☎
70
６

６
５
５
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
Ｄ
Ｘ
推
進
室
（
☎

32
４
１
９
６
）

▼
こ
れ
で
安
心
ス
マ
ホ
の
基
本

　
（
初
級
レ
ベ
ル
）

内
容
＝
ス
マ
ホ
の
基
本
操
作

期
日
＝
12
月
３
日
（
水
）

場
所
＝t

ツ

ク

ル

ン

sukurun K

キ

リ

ュ

ウ

IRYU
申
込
期
限
＝
12
月
１
日
（
月
）

▼
便
利
な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

　
を
使
お
う
（
中
級
レ
ベ
ル
）

内
容
＝
「
桐
ペ
イ
」
に
つ
い
て

期
日
＝
11
月
13
日
（
木
）

場
所
＝
桜
木
公
民
館

申
込
期
限
＝
11
月
12
日
（
水
）

▼
ス
マ
ホ
で
健
康
管
理
を
し
よ
う

　
（
中
級
レ
ベ
ル
）

内
容
＝
群
馬
県
健
康
ア
プ
リ

「G

ジ
ー
ウ
ォ
ー
ク
プ
ラ
ス

-W
alk

＋
」
に
つ
い
て

期
日
＝
11
月
20
日
（
木
）

場
所
＝tsukurun KIRYU

申
込
期
限
＝
11
月
19
日
（
水
）

▼L

ラ
イ
ン

IN
E

を
使
い
こ
な
そ
う
（
中

　
級
レ
ベ
ル
）

内
容
＝
ス
タ
ン
プ
や
写
真
の
送
り

方
な
ど

期
日
＝
11
月
26
日
（
水
）

場
所
＝
川
内
公
民
館

申
込
期
限
＝
11
月
24
日
（
振
休
）

南
公
園
樹
木
剪せ
ん

定
教
室

期
日
＝
11
月
22
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時

場
所
＝
南
公
園
※
小
雨
時
は
開
催

募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
11
月
21
日
（
金
）
ま

で
に
、
電
話
で
南
公
園
（
午
前
９

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

講
座

子
育
て

健
康

シ
ニ
ア
世
代

関
連
団
体

く
ら
し
の
便
利
ガ
イ
ド

K
iryu�N

ew
s

特
集

意見提出手続（パブリックコメント）

案件名＝桐生市新型インフルエンザ等
対策行動計画（案）
募集期間＝11月20日（木）～12月19
日（金）
担当課＝地域医療感染症対策室
（☎44‐8250）

決算説明会を開催します

時
～
午
後
４
時
、
☎
52
３
４
５
６
）
へ
。

桐
商
っ
ぷ 

カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

　
桐
生
商
業
高
校
の
生
徒
と
一
緒

に
「
桐
生
織
を
使
っ
た
つ
ま
み
細

工
の
正
月
飾
り
」
を
作
り
ま
す
。

期
日
＝
12
月
26
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時

場
所
＝
桐
生
商
業
高
校

募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
） 

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴

　
が
必
要

費
用
＝
１
個
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
11
月
25
日
（
火
）
か

ら
12
月
５
日
（
金
）
ま
で
に
電
話

で
桐
生
商
業
高
校
（
☎
44
２
４
７

７
）
へ
。

開催期日・時間・場所 対象者・定員
12月12日（金）15：00～ 17：00
ＪＡにったみどり本店２階会議室
（みどり市笠懸町）

農業所得者
50人

12月15日（月）13：30～ 15：30
美喜仁桐生文化会館 4階スカイホール

事業所得者
不動産所得者
60人

12月16日（火）13：30～ 15：30
笠懸公民館ホール（みどり市笠懸町）

事業所得者
不動産所得者
50人

12月18日（木）13：30～ 15：30
美喜仁桐生文化会館 4階スカイホール

消費税課税事業者
60人

　具体的な決算の仕方や、青色申告決算書・収支内訳

書の作成などについて説明します。申し込みは不要で

すので、当日会場へお越しください。

問い合わせ＝桐生税務署（☎ 22‐ 3121 自動音声に

従い「２」を選択）

※�案は、担当課、市民相談情報課、新里・
　黒保根支所、市ホームページにあります。



 
 
 
 
 
 

◎◎例例ええばば、、地地域域医医療療のの充充実実にに貢貢献献･･････医医学学部部医医学学科科へへのの進進学学･･････4433 名名  
（（数数字字のの上上でではは桐桐生生市市++みみどどりり市市のの開開業業医医院院数数のの 4400％％））  

◇◇例例ええばば、、中中央央官官庁庁企企業業へへのの接接続続･･････東東 京京 大大 学学 へへ のの 進進 学学 ･･････1166 名名  
☆☆例例ええばば、、地地元元企企業業のの後後継継者者育育成成･･････早早慶慶ＭＭＡＡＲＲＣＣＨＨへへのの進進学学････111188 名名  
□□例例ええばば、、理理系系有有資資格格者者のの養養成成･･････歯歯･･薬薬･･獣獣医医学学部部へへのの進進学学･･････4400 名名  

国公立大学へ 220 名以上，理系学部へ 300 名以上進学 (卒塾生 660 名中) 
難難関関大大学学へへのの進進学学をを前前提提ととししたた小小中中学学時時点点ににおおけけるる実実力力養養成成

そそししてて、、ここれれかかららもも ・・ ・・ ・・     ＜＜春春・・夏夏・・冬冬・・直直前前・・各各講講習習会会受受付付中中＞＞  

桐桐生生進進学学教教室室   

 

｢｢学力の向上｣｣で桐生市の発展を願う

桐生進学教室の、これまでの歩み
ここ のの まま ちち   

での動画配信も⇒
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くらしガイド

円
、
一
般
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
11
月
28
日
（
金
）
ま

で
に
、
電
話
で
南
公
園
（
午
前
９
時

～
午
後
４
時
、
☎
52
３
４
５
６
）
へ
。

青
年
講
座

場
所
＝
青
年
の
家
講
堂

対
象
＝
市
内
に
居
住
、
勤
務
ま
た

は
通
学
す
る
18
歳
以
上
の
人

募
集
人
数
＝
各
15
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
各
申
し
込
み
期
間
中

に
直
接
ま
た
は
電
話
で
青
年
の
家

（
☎
47
２
１
８
６
）
へ
。

▼
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
講
座

期
日
＝
11
月
30
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

費
用
＝
３
０
０
０
円

申
し
込
み
期
間
＝
11
月
６
日
（
木
）

～
21
日
（
金
）

▼
お
正
月
し
め
縄
リ
ー
ス
作
り
講
座

期
日
＝
12
月
14
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

費
用
＝
２
５
０
０
円

申
し
込
み
期
間
＝
11
月
７
日
（
金
）

～
12
月
５
日
（
金
）

普
通
救
命
講
習

　
心
肺
蘇そ

生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
な
ど
を
実
習
し
ま
す
。
講
習

修
了
後
に
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

期
日
＝
11
月
30
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
9
時
～
正
午

場
所
＝
消
防
本
部
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象
＝
中
学
生
以
上

募
集
＝
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
11
月
12
日
（
水
）
か

ら
26
日
（
水
）
ま
で
に
申
込
書
を

直
接
最
寄
り
の
消
防
署
・
分
署
へ
。

消
防
本
部
警
防
課
の
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
（
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
46
４
６
６
６
、

☎
47
１
７
０
４
）
で
も
受
け
付
け

ま
す
。
申
込
用
紙
は
各
消
防
署
・

分
署
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
。

図
書
館
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
と
天
体
観
察
会

場
所
＝
図
書
館
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

室
※
②
は
天
体
観
測
室
、
屋
上
も

使
用
し
ま
す
。
い
ず
れ
も
開
始
10

分
前
ま
で
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数
＝
各
日
50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
①
・
②
当
日
、
午
前

９
時
か
ら
入
場
券
を
図
書
館
（
☎

47
４
３
４
１
）
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

で
配
布
。
※
当
日
の
電
話
で
入
場

券
の
取
り
置
き
も
可
能
。
③
11
月

７
日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
図
書
館
カ
ウ

ン
タ
ー
へ 
。
④
11
月
15
日
（
土
）

午
前
９
時
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電

話
で
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
へ 

。

①
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
定
時
投
影

期
日
＝
11
月
８
日
（
土
）
・
９
日

（
日
）
・
22
日
（
土
）
※
23
日

（
祝
）
は
休
館

時
間
＝
午
後
２
時
～
２
時
40
分

②
秋
の
終
わ
り
の
天
体
観
察
会

　
月
や
土
星
の
観
察
を
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト

天
体
観
察
が
で
き
な
い
場
合
は
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
投
影
し
ま
す
。

期
日
＝
11
月
27
日
（
木
）

時
間
＝
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

③
プ
ラ
寝
た
リ
ウ
ム

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
見
な
が
ら
、

ひ
と
眠
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
＝
11
月
21
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
７
時
～
８
時
30
分

④
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

　
フ
ル
ー
ト
の
調
べ

　
フ
ル
ー
ト
奏
者
の
天
野
ゆ
か
り

さ
ん
の
演
奏
と
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

の
星
空
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
11
月
29
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時

r

レ

ナ

ena

ウ
ク
レ
レ
コ
ン
サ
ー
ト

期
日
＝
11
月
15
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
30
分
か
ら

費
用
＝
全
席
自
由
５
０
０
円

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
シ

ル
ク
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化

会
館
（
☎
22
９
９
９
９
）

幼
児
児
童
生
徒
作
品
展
覧
会

　
市
立
の
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中

学
校
・
義
務
教
育
学
校
の
幼
児
児

童
生
徒
の
図
画
工
作
・
美
術
な
ど

の
代
表
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
＝
11
月
29
日
（
土
）
～
12
月

１
日
（
月
）

時
間
＝
午
前
９
時
15
分
～
午
後
４

時
45
分
※
12
月
１
日
は
、
午
後
０

時
45
分
ま
で

時
間
＝
午
後
３
時
～
４
時
30
分

問
い
合
わ
せ
＝
新
里
支
所
地
域
振

興
整
備
課
（
☎
74
２
２
１
７
）

桐
生
え
き
な
か
市

期
日
＝
11
月
９
日
か
ら
12
月
７
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時
30
分

場
所
＝
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
南
口

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎

44
０
７
５
４
）

桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

期
日
＝
11
月
15
日
（
土
）
、
12
月

６
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
※
１
日
５
回
上
演

場
所
＝
桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

館
（
有
鄰
館
内
）

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎

44
０
７
５
４
）

ア
ー
ス
ケ
ア
桐
生
が
岡
遊

園
地
の
イ
ベ
ン
ト

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ア
ー
ス
ケ

ア
桐
生
が
岡
遊
園
地
（
☎
22
７
５

８
０
、
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時
）

▼
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
吹
鳴

　
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
」

期
日
＝
11
月
９
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
※
雨
天
中
止

場
所
＝
中
央
広
場

▼F

フ
レ
ス
キ
ャ
ラ
バ
ン

leSKA-RAVAN J

ジ
ャ
ズ

azzO

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

rchestra

　
「
こ
ど
もJazz

ラ
イ
ブ
」

期
日
＝
11
月
16
日
（
日
）

時
間
＝
①
午
前
11
時
30
分
か
ら
②

午
後
２
時
15
分
か
ら
※
雨
天
中
止

場
所
＝
中
央
広
場

▼
カ
ブ
ト
ム
シ
を
育
て
て
み
よ

　
う
！

期
日
＝
11
月
22
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
所
＝
管
理
事
務
所
２
階

対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と

保
護
者
８
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
11
月
８
日
（
土
）
か

ら
16
日
（
日
）
ま
で
に
電
話
で
桐

生
が
岡
遊
園
地
へ
。

▼
キ
ッ
ズ
＆
ア
イ
ド
ル
＆
ヒ
ー

　
ロ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

期
日
＝
11
月
23
日
（
祝
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
３
時
30

分
※
雨
天
中
止

場
所
＝
中
央
広
場

出
演
＝J.s

ス
マ
イ
ル

m
ile

・
こ
だ
ま
キ

ッ
ズ
コ
ー
ラ
ス
・
親
愛
戦
姫

ク
レ
ー
プ
シ
ュ
ゼ
ッ
タ
ー
ズ
・

R

レ
ナ
ト
ゥ
ス
ミ
ュ
ウ

enatusM
ew

・
渕
名
神
ア
カ

ー
シ
ャ

▼
レ
イ
ン
ボ
ー
レ
ッ
ド
・
ヒ
デ

　
変
面
大
道
芸

期
日
＝
11
月
24
日
（
振
休
）

時
間
＝
①
午
前
10
時
15
分
か
ら
②

午
後
０
時
30
分
か
ら
③
午
後
２
時

か
ら
※
雨
天
や
強
風
時
は
中
止

場
所
＝
中
央
広
場

▼
と
ら
の
す
け
と
じ
ゃ
ん
け
ん

　
ポ
ン
！

　
じ
ゃ
ん
け
ん
に
勝
っ
た
人
に
お

菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
日
＝
11
月
29
日
（
土
）

時
間
＝
①
午
前
10
時
か
ら
②
午
後

１
時
30
分
か
ら
※
雨
天
中
止

場
所
＝
管
理
事
務
所
前

対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
各

回
30
人
（
先
着
順
）

▼
大
道
芸
人
た
け
ち
ゃ
ん

期
日
＝
12
月
６
日
（
土
）
・
７
日

（
日
）

時
間
＝
①
午
前
11
時
か
ら
②
午
後

０
時
30
分
か
ら
③
午
後
２
時
か
ら

※
雨
天
や
強
風
時
は
中
止

場
所
＝
中
央
広
場

▼
親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

　
づ
く
り
教
室

期
日
＝
12
月
14
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
所
＝
管
理
事
務
所
２
階

対
象
＝
小
学
生
と
保
護
者
６
組

（
先
着
順
）

費
用
＝
５
０
０
円
（
１
組
で
１
つ
）

申
し
込
み
＝
11
月
８
日
（
土
）
か

ら
12
月
８
日
（
月
）
ま
で
に
電
話

で
桐
生
が
岡
遊
園
地
へ
。

桐
生
市
文
化
祭

市
展
五
賞

受
賞
作
品
＋プラ
ス１
展

期
日
＝
11
月
14
日

（
金
）
～
16
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～

午
後
５
時

※
16
日
は
午
後
４
時
ま
で

場
所
＝
勤
労
福
祉
会
館
１
階
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

振
興
課
（
☎
32
３
７
２
６
）

自
然
観
察
の
森

里
山
し
ご
と
体
験
講
座

期
日
＝
11
月
23
日
（
祝
）
、
12
月

７
日
（
日
）
、
令
和
８
年
１
月
11

日
（
日
）
、
２
月
１
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

募
集
人
数
＝
15
人
（
先
着
順
）

対
象
＝
小
学
生
以
上
で
４
日
間
と

も
参
加
で
き
る
人
※
小
・
中
学
生

は
保
護
者
同
伴

場
所
・
申
し
込
み
＝
11
月
７
日

（
金
）
か
ら
電
話
で
自
然
観
察
の

森
（
☎
65
６
９
０
１
）
へ
。
※
毎

週
火
曜
日
と
11
月
12
日
（
水
）
・

26
日
（
水
）
は
休
園

親
子
門
松
づ
く
り
教
室

期
日
＝
12
月
13
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

場
所
＝
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

募
集
人
数
＝
親
子
12
組
（
先
着
順
）

費
用
＝
門
松
一
対
５
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
11
月
15
日
（
土
）
か

ら
21
日
（
金
）
ま
で
（
日
・
月
曜

日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

に
、
電
話
で
青
少
年
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
32
２
６
４
４
）
へ
。

初
級
・
中
級
者
テ
ニ
ス
教
室

期
日
＝
11
月
29
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
南
公
園

対
象
＝
中
学
生
以
上
の
人

募
集
人
数
＝
40
人
（
先
着
順
）

費
用
＝
中
学
生
・
高
校
生
１
０
０

広
告

広
告

 
 
 
 
 
 

◎◎例例ええばば、、地地域域医医療療のの充充実実にに貢貢献献･･････医医学学部部医医学学科科へへのの進進学学･･････4433 名名  
（（数数字字のの上上でではは桐桐生生市市++みみどどりり市市のの開開業業医医院院数数のの 4400％％））  

◇◇例例ええばば、、中中央央官官庁庁企企業業へへのの接接続続･･････東東 京京 大大 学学 へへ のの 進進 学学 ･･････1166 名名  
☆☆例例ええばば、、地地元元企企業業のの後後継継者者育育成成･･････早早慶慶ＭＭＡＡＲＲＣＣＨＨへへのの進進学学････111188 名名  
□□例例ええばば、、理理系系有有資資格格者者のの養養成成･･････歯歯･･薬薬･･獣獣医医学学部部へへのの進進学学･･････4400 名名  

国公立大学へ 220 名以上，理系学部へ 300 名以上進学 (卒塾生 660 名中) 
難難関関大大学学へへのの進進学学をを前前提提ととししたた小小中中学学時時点点ににおおけけるる実実力力養養成成

そそししてて、、ここれれかかららもも ・・ ・・ ・・     ＜＜春春・・夏夏・・冬冬・・直直前前・・各各講講習習会会受受付付中中＞＞  

桐桐生生進進学学教教室室   

 

｢｢学力の向上｣｣で桐生市の発展を願う

桐生進学教室の、これまでの歩み
ここ のの まま ちち   

での動画配信も⇒

℡

リサイクルの窓口　広報用

０２７７-４６-９８９０店舗：桐生市末広町6-8

片付け、解体その前に！

合同会社bypass　営業時間：10：00～17：00　定休日：土・日

買取 回収
”有料で処分する前に、買取・回収いたします”
古酒・趣味収集品・タオルや食器のギフト品・家具・家電・工具 
骨董品・置物・切手・カメラ・古いゲーム機やソフト・CD/DVD
おもちゃ・音響機器・腕時計・ブランド品・アクセサリー・etc..

19 ☎桐生市の市外局番は0277

人口と世帯（９月 30日現在）

人口 99,774人 （ －93人）

男 48,235人 （ －46人）

女 51,539人 （ －47人）

世帯 49,198世帯 （＋３世帯）

（ ）内は前月比

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
地

下
１
階
展
示
室

問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課
（
☎

46
６
２
４
１
）

第
39
回
新
里
地
区
産
業
祭

期
日
＝
11
月
15
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
15
分
～
午
後
２

時場
所
＝
Ｊ
Ａ
に
っ
た
み
ど
り
新
里

野
菜
集
出
荷
所
（
新
里
町
武
井
）

内
容
＝
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
・
即
売

コ
ー
ナ
ー
・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
コ
ー

ナ
ー
・
農
産
物
共
進
会
出
品
物
の

展
示
・
大
抽
せ
ん
会
・
花
苗
無
料

配
布

▼
農
産
物
共
進
会

　
出
品
物
を
市
内
全
域
か
ら
募
集

し
ま
す
。
規
格
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
＝
11
月
14
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
３
時
～
４
時
30
分

問
い
合
わ
せ
＝
新
里
支
所
地
域
振

興
整
備
課
（
☎
74
２
２
１
７
）

桐
生
え
き
な
か
市

期
日
＝
11
月
９
日
か
ら
12
月
７
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時
30
分

場
所
＝
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
南
口

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎

44
０
７
５
４
）

桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

期
日
＝
11
月
15
日
（
土
）
、
12
月

６
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
※
１
日
５
回
上
演

場
所
＝
桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

館
（
有
鄰
館
内
）

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎

44
０
７
５
４
）

ア
ー
ス
ケ
ア
桐
生
が
岡
遊

園
地
の
イ
ベ
ン
ト

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ア
ー
ス
ケ

ア
桐
生
が
岡
遊
園
地
（
☎
22
７
５

８
０
、
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時
）

▼
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
吹
鳴

　
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
」

期
日
＝
11
月
９
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
※
雨
天
中
止

場
所
＝
中
央
広
場

▼F

フ
レ
ス
キ
ャ
ラ
バ
ン

leSKA-RAVAN J

ジ
ャ
ズ

azzO

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

rchestra

　
「
こ
ど
もJazz

ラ
イ
ブ
」

期
日
＝
11
月
16
日
（
日
）

時
間
＝
①
午
前
11
時
30
分
か
ら
②

午
後
２
時
15
分
か
ら
※
雨
天
中
止

場
所
＝
中
央
広
場

▼
カ
ブ
ト
ム
シ
を
育
て
て
み
よ

　
う
！

期
日
＝
11
月
22
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
所
＝
管
理
事
務
所
２
階

対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と

保
護
者
８
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
11
月
８
日
（
土
）
か

ら
16
日
（
日
）
ま
で
に
電
話
で
桐

生
が
岡
遊
園
地
へ
。

▼
キ
ッ
ズ
＆
ア
イ
ド
ル
＆
ヒ
ー

　
ロ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

期
日
＝
11
月
23
日
（
祝
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
３
時
30

分
※
雨
天
中
止

場
所
＝
中
央
広
場

出
演
＝J.s

ス
マ
イ
ル

m
ile

・
こ
だ
ま
キ

ッ
ズ
コ
ー
ラ
ス
・
親
愛
戦
姫

ク
レ
ー
プ
シ
ュ
ゼ
ッ
タ
ー
ズ
・

R

レ
ナ
ト
ゥ
ス
ミ
ュ
ウ

enatusM
ew

・
渕
名
神
ア
カ

ー
シ
ャ

▼
レ
イ
ン
ボ
ー
レ
ッ
ド
・
ヒ
デ

　
変
面
大
道
芸

期
日
＝
11
月
24
日
（
振
休
）

時
間
＝
①
午
前
10
時
15
分
か
ら
②

午
後
０
時
30
分
か
ら
③
午
後
２
時

か
ら
※
雨
天
や
強
風
時
は
中
止

場
所
＝
中
央
広
場

▼
と
ら
の
す
け
と
じ
ゃ
ん
け
ん

　
ポ
ン
！

　
じ
ゃ
ん
け
ん
に
勝
っ
た
人
に
お

菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
日
＝
11
月
29
日
（
土
）

時
間
＝
①
午
前
10
時
か
ら
②
午
後

１
時
30
分
か
ら
※
雨
天
中
止

場
所
＝
管
理
事
務
所
前

対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
各

回
30
人
（
先
着
順
）

▼
大
道
芸
人
た
け
ち
ゃ
ん

期
日
＝
12
月
６
日
（
土
）
・
７
日

（
日
）

時
間
＝
①
午
前
11
時
か
ら
②
午
後

０
時
30
分
か
ら
③
午
後
２
時
か
ら

※
雨
天
や
強
風
時
は
中
止

場
所
＝
中
央
広
場

▼
親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

　
づ
く
り
教
室

期
日
＝
12
月
14
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
所
＝
管
理
事
務
所
２
階

対
象
＝
小
学
生
と
保
護
者
６
組

（
先
着
順
）

費
用
＝
５
０
０
円
（
１
組
で
１
つ
）

申
し
込
み
＝
11
月
８
日
（
土
）
か

ら
12
月
８
日
（
月
）
ま
で
に
電
話

で
桐
生
が
岡
遊
園
地
へ
。

桐
生
市
文
化
祭

市
展
五
賞

受
賞
作
品
＋プラ
ス１
展

期
日
＝
11
月
14
日

（
金
）
～
16
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～

午
後
５
時

※
16
日
は
午
後
４
時
ま
で

場
所
＝
勤
労
福
祉
会
館
１
階
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

振
興
課
（
☎
32
３
７
２
６
）

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

講
座

子
育
て

健
康

シ
ニ
ア
世
代

関
連
団
体

く
ら
し
の
便
利
ガ
イ
ド

K
iryu N

ew
s

特
集

広
告

広
告



 
 
 
 
 
 

◎◎例例ええばば、、地地域域医医療療のの充充実実にに貢貢献献･･････医医学学部部医医学学科科へへのの進進学学･･････4433 名名  
（（数数字字のの上上でではは桐桐生生市市++みみどどりり市市のの開開業業医医院院数数のの 4400％％））  

◇◇例例ええばば、、中中央央官官庁庁企企業業へへのの接接続続･･････東東 京京 大大 学学 へへ のの 進進 学学 ･･････1166 名名  
☆☆例例ええばば、、地地元元企企業業のの後後継継者者育育成成･･････早早慶慶ＭＭＡＡＲＲＣＣＨＨへへのの進進学学････111188 名名  
□□例例ええばば、、理理系系有有資資格格者者のの養養成成･･････歯歯･･薬薬･･獣獣医医学学部部へへのの進進学学･･････4400 名名  

国公立大学へ 220 名以上，理系学部へ 300 名以上進学 (卒塾生 660 名中) 
難難関関大大学学へへのの進進学学をを前前提提ととししたた小小中中学学時時点点ににおおけけるる実実力力養養成成

そそししてて、、ここれれかかららもも ・・ ・・ ・・     ＜＜春春・・夏夏・・冬冬・・直直前前・・各各講講習習会会受受付付中中＞＞  

桐桐生生進進学学教教室室   

 

｢｢学力の向上｣｣で桐生市の発展を願う

桐生進学教室の、これまでの歩み
ここ のの まま ちち   

での動画配信も⇒

℡

リサイクルの窓口　広報用

０２７７-４６-９８９０店舗：桐生市末広町6-8

片付け、解体その前に！

合同会社bypass　営業時間：10：00～17：00　定休日：土・日

買取 回収
”有料で処分する前に、買取・回収いたします”
古酒・趣味収集品・タオルや食器のギフト品・家具・家電・工具 
骨董品・置物・切手・カメラ・古いゲーム機やソフト・CD/DVD
おもちゃ・音響機器・腕時計・ブランド品・アクセサリー・etc..

19 ☎桐生市の市外局番は0277

人口と世帯（９月 30日現在）

人口 99,774人 （ －93人）

男 48,235人 （ －46人）

女 51,539人 （ －47人）

世帯 49,198世帯 （＋３世帯）

（ ）内は前月比

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
地

下
１
階
展
示
室

問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課
（
☎

46
６
２
４
１
）

第
39
回
新
里
地
区
産
業
祭

期
日
＝
11
月
15
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
15
分
～
午
後
２

時場
所
＝
Ｊ
Ａ
に
っ
た
み
ど
り
新
里

野
菜
集
出
荷
所
（
新
里
町
武
井
）

内
容
＝
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
・
即
売

コ
ー
ナ
ー
・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
コ
ー

ナ
ー
・
農
産
物
共
進
会
出
品
物
の

展
示
・
大
抽
せ
ん
会
・
花
苗
無
料

配
布

▼
農
産
物
共
進
会

　
出
品
物
を
市
内
全
域
か
ら
募
集

し
ま
す
。
規
格
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
＝
11
月
14
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
３
時
～
４
時
30
分

問
い
合
わ
せ
＝
新
里
支
所
地
域
振

興
整
備
課
（
☎
74
２
２
１
７
）

桐
生
え
き
な
か
市

期
日
＝
11
月
９
日
か
ら
12
月
７
日

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時
30
分

場
所
＝
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
南
口

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎

44
０
７
５
４
）

桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

期
日
＝
11
月
15
日
（
土
）
、
12
月

６
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
※
１
日
５
回
上
演

場
所
＝
桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

館
（
有
鄰
館
内
）

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎

44
０
７
５
４
）

ア
ー
ス
ケ
ア
桐
生
が
岡
遊

園
地
の
イ
ベ
ン
ト

場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ア
ー
ス
ケ

ア
桐
生
が
岡
遊
園
地
（
☎
22
７
５

８
０
、
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時
）

▼
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
吹
鳴

　
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
」

期
日
＝
11
月
９
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
※
雨
天
中
止

場
所
＝
中
央
広
場

▼F

フ
レ
ス
キ
ャ
ラ
バ
ン

leSKA-RAVAN J

ジ
ャ
ズ

azzO

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

rchestra

　
「
こ
ど
もJazz

ラ
イ
ブ
」

期
日
＝
11
月
16
日
（
日
）

時
間
＝
①
午
前
11
時
30
分
か
ら
②

午
後
２
時
15
分
か
ら
※
雨
天
中
止

場
所
＝
中
央
広
場

▼
カ
ブ
ト
ム
シ
を
育
て
て
み
よ

　
う
！

期
日
＝
11
月
22
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
所
＝
管
理
事
務
所
２
階

対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と

保
護
者
８
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
11
月
８
日
（
土
）
か

ら
16
日
（
日
）
ま
で
に
電
話
で
桐

生
が
岡
遊
園
地
へ
。

▼
キ
ッ
ズ
＆
ア
イ
ド
ル
＆
ヒ
ー

　
ロ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

期
日
＝
11
月
23
日
（
祝
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
３
時
30

分
※
雨
天
中
止

場
所
＝
中
央
広
場

出
演
＝J.s

ス
マ
イ
ル

m
ile

・
こ
だ
ま
キ

ッ
ズ
コ
ー
ラ
ス
・
親
愛
戦
姫

ク
レ
ー
プ
シ
ュ
ゼ
ッ
タ
ー
ズ
・

R
レ
ナ
ト
ゥ
ス
ミ
ュ
ウ

enatusM
ew

・
渕
名
神
ア
カ

ー
シ
ャ

▼
レ
イ
ン
ボ
ー
レ
ッ
ド
・
ヒ
デ

　
変
面
大
道
芸

期
日
＝
11
月
24
日
（
振
休
）

時
間
＝
①
午
前
10
時
15
分
か
ら
②

午
後
０
時
30
分
か
ら
③
午
後
２
時

か
ら
※
雨
天
や
強
風
時
は
中
止

場
所
＝
中
央
広
場

▼
と
ら
の
す
け
と
じ
ゃ
ん
け
ん

　
ポ
ン
！

　
じ
ゃ
ん
け
ん
に
勝
っ
た
人
に
お

菓
子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

期
日
＝
11
月
29
日
（
土
）

時
間
＝
①
午
前
10
時
か
ら
②
午
後

１
時
30
分
か
ら
※
雨
天
中
止

場
所
＝
管
理
事
務
所
前

対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
各

回
30
人
（
先
着
順
）

▼
大
道
芸
人
た
け
ち
ゃ
ん

期
日
＝
12
月
６
日
（
土
）
・
７
日

（
日
）

時
間
＝
①
午
前
11
時
か
ら
②
午
後

０
時
30
分
か
ら
③
午
後
２
時
か
ら

※
雨
天
や
強
風
時
は
中
止

場
所
＝
中
央
広
場

▼
親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス

　
づ
く
り
教
室

期
日
＝
12
月
14
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
所
＝
管
理
事
務
所
２
階

対
象
＝
小
学
生
と
保
護
者
６
組

（
先
着
順
）

費
用
＝
５
０
０
円
（
１
組
で
１
つ
）

申
し
込
み
＝
11
月
８
日
（
土
）
か

ら
12
月
８
日
（
月
）
ま
で
に
電
話

で
桐
生
が
岡
遊
園
地
へ
。

桐
生
市
文
化
祭

市
展
五
賞

受
賞
作
品
＋プラ
ス１
展

期
日
＝
11
月
14
日

（
金
）
～
16
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～

午
後
５
時

※
16
日
は
午
後
４
時
ま
で

場
所
＝
勤
労
福
祉
会
館
１
階
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

振
興
課
（
☎
32
３
７
２
６
）

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

講
座

子
育
て

健
康

シ
ニ
ア
世
代

関
連
団
体

く
ら
し
の
便
利
ガ
イ
ド

K
iryu N

ew
s

特
集

広
告

広
告
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くらしガイド
水
曜
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン

サ
ー
ト
の
出
演
者
を
募
集

期
日
＝
2
月
15
日
（
日
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
開
演

場
所
＝
中
央
公
民
館
市
民
ホ
ー
ル

対
象
＝
小
学
生
以
上
の
人

募
集
人
数
＝
ソ
ロ
を
含
め
、
４
組

程
度

内
容
＝
生
演
奏
に
よ
る
音
楽
全
般

費
用
＝
小
学
生
～
高
校
生
５
０
０

円
、
一
般
１
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
11
月
25
日
（
火
）
ま

で
に
、
直
接
中
央
公
民
館
（
☎
47

４
３
４
３
※
月
曜
日
を
除
く
）
へ
。

「
伝
統
あ
る
街
・
桐
生
」

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

期
間
＝
11
月
24
日
（
振
休
）
ま
で

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
＝
絹
撚
記
念
館
2
階
展
示
室

費
用
＝
高
校
生
以
上
１
５
０
円
、

小
・
中
学
生
50
円

問
い
合
わ
せ
＝
絹
撚
記
念
館
（
☎

44
２
３
９
９
）

八
木
節
交
流
広
場

期
日
＝
11
月
８
日
（
土
）
・
16
日

（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
桐
生
鉾ほ
こ

座

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎

44
０
７
５
４
）

中
央
公
民
館
文
化
展

期
日
＝
11
月
８
日
（
土
）
・
９
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
４
時
※

９
日
は
午
後
３
時
ま
で

内
容
＝
作
品
展
示
、
自
主
映
画
上

映
、
お
も
ち
ゃ
作
り
、
鉄
道
模
型

展
示
、
模
擬
店
な
ど

問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民
館
（
☎

47
４
３
４
３
）

南
公
園
あ
そ
び
市

期
日
＝
11
月
15
日
（
土
）
※
荒
天

中
止

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
南
公
園
芝
生
広
場

内
容
＝
こ
ま
や
け
ん
玉
な
ど
の
遊

び
を
通
し
て
の
多
世
代
交
流
体
験

講
師
＝
な
お
て
ぃ
（
安
村
尚
人
）

ほ
か
３
人

問
い
合
わ
せ
＝
南
公
園
管
理
事
務

所
（
☎
52
３
４
５
６
）

手
づ
く
り
布
の
絵
本
全
国

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
示
会

期
間
＝
12
月
５
日
（
金
）
～
７
日

（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
５
時

（
７
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

場
所
＝
有
鄰
館

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）

交
通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

期
日
＝
11
月
30
日
（
日
）

時
間
＝
午
後
０
時
30
分
か
ら
※
一

部
イ
ベ
ン
ト
は
午
前
11
時
か
ら

場
所
＝
笠
懸
野
文
化
ホ
ー
ル
（
み

ど
り
市
笠
懸
町
）

内
容
＝
落
語
（
三
遊
亭
ぐ
ん
ま
）

県
警
察
音
楽
隊
の
演
奏
、
白
バ
イ
・

パ
ト
カ
ー
と
の
写
真
撮
影
な
ど

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
交
通
安
全
協

会
（
☎
44
９
３
０
０
）

第
４
回
図
書
館
長
杯

ど
き
ど
き
体
験
ス
テ
ー
ジ

で
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

期
日
＝
11
月
22
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
５
時
頃
（
午

後
１
時
30
分
開
場
）

場
所
＝
中
央
公
民
館
市
民
ホ
ー
ル

区
分
＝
小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部

観
覧
人
数
＝
１
５
０
人
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）

給
食
費
を
補
助
し
ま
す

対
象
＝
次
の
①
～
④
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
保
護
者

①
私
立
や
市
外
の
中
学
校
に
通
う

　
子
ど
も
が
い
る
保
護
者

②
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
た
め
毎
日

　
弁
当
を
持
参
し
市
立
中
学
校
に

　
通
う
子
ど
も
が
い
る
保
護
者

③
３
人
以
上
の
子
ど
も
を
扶
養
し

　
て
い
る
人
で
、
そ
の
う
ち
第
３

　
子
以
降
が
私
立
や
市
外
の
小
学

　
校
な
ど
に
通
っ
て
い
る
場
合

④
３
人
以
上
の
子
ど
も
を
扶
養
し

　
て
い
る
人
で
、
そ
の
う
ち
第
３

　
子
以
降
が
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

子
育
て

　
た
め
毎
日
弁
当
を
持
参
し
市
立

　
小
学
校
に
通
っ
て
い
る
場
合

補
助
額
＝
市
内
の
小
・
中
学
校
の

児
童
・
生
徒
が
令
和
７
年
度
中
に

食
し
た
給
食
費
相
当
額
を
桐
ペ
イ

で
交
付

申
し
込
み
＝
11
月
28
日
（
金
）
ま

で
に
、
申
請
書
な
ど
を
直
接
ま
た

は
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）
で
、

学
校
給
食
中
央
共
同
調
理
場
（
〒

３
７
６
‐
０
０
１
１
相
生
町
四
丁

目
３
３
３
‐
１
）
へ
。
申
請
用
紙

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

※
毎
年
度
の
申
請
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
学
校
給
食
中
央
共

同
調
理
場
（
☎
46
６
５
１
０
）

子
育
て
ほ
っ
と
座
談
会

期
日
＝
11
月
20
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
正
午

場
所
＝
教
育
セ
ン
タ
ー
（
小
曾
根
町
）

対
象
＝
18
歳
未
満
の
子
ど
も
（
市

内
に
居
住
ま
た
は
通
学
）
を
も
つ

保
護
者

募
集
人
数
＝
８
人

申
し
込
み
＝
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
ま
た
は
電
話

で
子
育
て
相
談
課
（
☎

43
２
０
０
０
）
へ
。

図
書
館
の
お
は
な
し
会

▼
図
書
館
絵
本
コ
ー
ナ
ー

期
日
＝
①
11
月
８
日
（
土
）
・
22

日
（
土
）
②
20
日
（
木
）

時
間
＝
①
午
前
11
時
か
ら
②
午
前

10
時
30
分
か
ら

▼
新
里
図
書
館
お
話
の
部
屋

期
日
＝
11
月
８
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）

発
達
相
談
会

対
象
＝
４
歳
か
ら
中
学
生
ま
で

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

申
し
込
み
＝
子
育
て
相
談
課
（
☎

43
２
０
０
０
）
へ
。

▼
作
業
療
法
士

期
日
＝
12
月
15
日
（
月
）

▼
心
理
士

期
日
＝
12
月
４
日
（
木
）
・
５
日

（
金
）
・
６
日
（
土
）
・
11
日

（
木
）
・
18
日
（
木
）

マ
マ
＆
パ
パ
教
室

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

対
象
＝
令
和
８
年
２
～

４
月
に
出
産
予
定
の
妊
婦
と
夫

募
集
人
数
＝
12
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
各
回
の
１
週
間
前
ま

で
に
、
下
の
二
次
元
コ

ー
ド
ま
た
は
電
話
で
、

子
育
て
相
談
課
（
☎
43

２
０
０
３
）
へ
。

▼
第
１
回
＝
歯
科
衛
生
士
・
栄
養

士
・
助
産
師
の
講
話
と
、
希
望
者

へ
の
助
産
師
個
別
相
談

期
日
＝
12
月
２
日
（
火
）

時
間
＝
午
後
１
時
15
分
～
５
時

▼
第
２
回
＝
沐も
く

浴
実
習
、
妊
婦
体

験
、
産
前
産
後
に
使
え
る
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
の
案
内
な
ど

期
日
＝
12
月
６
日
（
土
）

期
日
＝
11
月
８
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
3
時
～
4
時
30
分

場
所
＝
プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
（
本
町

六
丁
目
）

費
用
＝
１
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
電
話
で
プ
ラ
ス
ア
ン

カ
ー
（
☎
０
８
０
‐
１

１
５
２
‐
０
０
８
３
）

ま
た
は
専
用
申
込
フ
ォ

ー
ム
へ
。

●
第
3
回
留
学
生
・
大
学
生
と
桐

　
生
市
民
と
の
料
理
交
流
会

期
日
＝
11
月
8
日
（
土
）

時
間
＝
料
理
作
り
…
午
前
9
時
～

正
午
／
食
事
会
…
午
後
0
時
30
分

～
午
後
2
時
30
分

場
所
＝
北
公
民
館

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｅ
メ

ー
ル
で
群
馬
大
学
工
業
会
桐
生
支

部(suw
a-chi.f@

fi8.so-net.
ne.jp)

へ
。
※
食
事
会
の
み
参
加

の
場
合
は
申
し
込
み
不
要

●
臨
時
年
金
相
談
会

期
日
＝
11
月
20
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所
＝
新
里
支
所

募
集
人
数
＝
国
民
年
金
保
険
料
納

付
相
談
…
10
人
程
度
（
先
着
順
）
／

年
金
相
談
・
年
金
手
続
き
…
５
～

８
人
程
度
（
予
約
優
先
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
桐
生
年
金
事

務
所
（
☎
44
２
３
１
１
）
へ
。

●G

ジ
ー
ウ
ォ
ー
ク
プ
ラ
ス

-W
alk

＋
元
気
に
“
動
こ
う
・

　
歩
こ
う
”
イ
ベ
ン
ト

期
日
＝
12
月
14
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
1
時

広
告
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（
木
）
・
18
日
（
木
）

マ
マ
＆
パ
パ
教
室

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

対
象
＝
令
和
８
年
２
～

４
月
に
出
産
予
定
の
妊
婦
と
夫

募
集
人
数
＝
12
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
各
回
の
１
週
間
前
ま

で
に
、
下
の
二
次
元
コ

ー
ド
ま
た
は
電
話
で
、

子
育
て
相
談
課
（
☎
43

２
０
０
３
）
へ
。

▼
第
１
回
＝
歯
科
衛
生
士
・
栄
養

士
・
助
産
師
の
講
話
と
、
希
望
者

へ
の
助
産
師
個
別
相
談

期
日
＝
12
月
２
日
（
火
）

時
間
＝
午
後
１
時
15
分
～
５
時

▼
第
２
回
＝
沐も
く

浴
実
習
、
妊
婦
体

験
、
産
前
産
後
に
使
え
る
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
の
案
内
な
ど

期
日
＝
12
月
６
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午
※
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

対
象
＝
10
か
月
児
健
康
診
査
対
象

者
と
、
ま
だ
絵
本
を
引
き
換
え
て

い
な
い
１
歳
未
満
の
人

期
日
＝
11
月
19
日
（
水
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
随
時

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）

東
部
児
童
相
談
所
巡
回
相
談

　
療
育
手
帳
の
新
規
取
得
、
更
新

の
手
続
き
を
実
施
し
ま
す
。

期
日
＝
12
月
11
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
笠
懸
公
民
館
（
み
ど
り
市

笠
懸
町
）

申
し
込
み
＝
11
月
27
日
（
木
）
ま

で
に
電
話
で
子
育
て
相
談
課
（
☎

43
２
０
０
０
）
へ
。

家
事
・
育
児
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
家
事
（
食
事
の
準
備
や
後
片
付

け
、
洗
濯
な
ど
）
や
育
児
（
授
乳
、

お
む
つ
交
換
、
沐
浴
の
介
助
な
ど
）

の
支
援
を
し
ま
す
。

対
象
＝
桐
生
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
が
あ
り
、
妊
娠
中
ま
た
は

1
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
人

費
用
＝
１
時
間
１
０
０
円

利
用
日
数
＝
最
大
5
日
（
双
子
以

上
の
出
産
の
場
合
は
10
日
）

利
用
時
間
＝
午
前
9
時
か
ら
午
後

5
時
ま
で
の
間
で
2
時
間
以
内

（
土
、
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）
※
1
日
に
つ
き
1
回
の
み

申
し
込
み
＝
子
育
て
相
談
課
（
☎

43
２
０
０
３
）

男
子
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
症
予

防
接
種
（
任
意
）
に

９
価
ワ
ク
チ
ン
を
追
加

　
男
子
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
対
す
る
９
価

ワ
ク
チ
ン
が
８
月
に
薬
事
承
認
さ

れ
、
予
防
接
種
の
助
成
対
象
と
な

り
ま
し
た
。
15
歳
未
満
の
人
は
全

２
回
の
接
種
が
可
能
で
す
。
交
互

接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
医
療
機

関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
で
接
種
を
希
望
す
る
人

は
、
予
診
票
を
発
行
し
ま
す
の
で
、

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
、
子
育

て
相
談
課
（
保
健
福
祉
会
館
1
階
）

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
小
学
6
年
生
～
高
校
1
年

生
相
当
の
男
子

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
相
談
課

（
☎
43
２
０
０
３
）

関
連
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

●�

ア
ー
ト
カ
フ
ェ
in
桐
生
（
大
学

連
携
事
業
）

　
吾
妻
山
友
の
会
の
福
田
達
仁
さ

ん
に
よ
る
「
毎
日
登
っ
て
整
備
清

掃
、
吾
妻
山
」
と
題
し
た
お
話
し

で
す
。

イ
ン

国民健康保険税…第５期

12月１日（月）が納期限です

納め忘れのない口座振替の利用を推奨し
ています。利用者は、預貯金残高のご確
認をお願いします。

今月の納税

期
日
＝
11
月
８
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
3
時
～
4
時
30
分

場
所
＝
プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
（
本
町

六
丁
目
）

費
用
＝
１
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
電
話
で
プ
ラ
ス
ア
ン

カ
ー
（
☎
０
８
０
‐
１

１
５
２
‐
０
０
８
３
）

ま
た
は
専
用
申
込
フ
ォ

ー
ム
へ
。

●
第
3
回
留
学
生
・
大
学
生
と
桐

　
生
市
民
と
の
料
理
交
流
会

期
日
＝
11
月
8
日
（
土
）

時
間
＝
料
理
作
り
…
午
前
9
時
～

正
午
／
食
事
会
…
午
後
0
時
30
分

～
午
後
2
時
30
分

場
所
＝
北
公
民
館

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｅ
メ

ー
ル
で
群
馬
大
学
工
業
会
桐
生
支

部(suw
a-chi.f@

fi8.so-net.
ne.jp)

へ
。
※
食
事
会
の
み
参
加

の
場
合
は
申
し
込
み
不
要

●
臨
時
年
金
相
談
会

期
日
＝
11
月
20
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所
＝
新
里
支
所

募
集
人
数
＝
国
民
年
金
保
険
料
納

付
相
談
…
10
人
程
度
（
先
着
順
）
／

年
金
相
談
・
年
金
手
続
き
…
５
～

８
人
程
度
（
予
約
優
先
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
桐
生
年
金
事

務
所
（
☎
44
２
３
１
１
）
へ
。

●G

ジ
ー
ウ
ォ
ー
ク
プ
ラ
ス

-W
alk

＋
元
気
に
“
動
こ
う
・

　
歩
こ
う
”
イ
ベ
ン
ト

期
日
＝
12
月
14
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
1
時

集
合
場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

申
し
込
み
＝
12
月
１
日
（
月
）
ま

で
に
、
下
の
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら
必
要
事
項
を

入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
保
健
福
祉
事

務
所
（
☎
53
４
１
３
１
）

●
11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

　
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労

災
・
雇
用
）
へ
加
入
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。
未
加
入
の
事
業
主
は
、

加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
公
共
職
業
安

定
所
（
☎
22
８
６
０
９
）

●
ク
リ
ス
マ
ス
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

期
日
＝
12
月
13
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
４
時

場
所
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
55
歳
以
下
の
独
身
の
人
※

男
性
は
桐
生
市
・
み
ど
り
市
に
居

住
ま
た
は
桐
生
市
に
勤
務
す
る
人

費
用
＝
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
11
月
28
日

（
金
）
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
右
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
46
４
１

６
５
）
へ
。

●
障
が
い
者
就
職
面
接
会

期
日
＝
11
月
14
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時

場
所
＝
桐
生
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー

参
加
企
業
数
＝
12
社

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
桐
生
（
☎
22
８
６
０
９
）

広
告

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

講
座

子
育
て

健
康

シ
ニ
ア
世
代

関
連
団
体

く
ら
し
の
便
利
ガ
イ
ド

K
iryu�N

ew
s

特
集
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（
木
）
・
18
日
（
木
）

マ
マ
＆
パ
パ
教
室

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

対
象
＝
令
和
８
年
２
～

４
月
に
出
産
予
定
の
妊
婦
と
夫

募
集
人
数
＝
12
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
各
回
の
１
週
間
前
ま

で
に
、
下
の
二
次
元
コ

ー
ド
ま
た
は
電
話
で
、

子
育
て
相
談
課
（
☎
43

２
０
０
３
）
へ
。

▼
第
１
回
＝
歯
科
衛
生
士
・
栄
養

士
・
助
産
師
の
講
話
と
、
希
望
者

へ
の
助
産
師
個
別
相
談

期
日
＝
12
月
２
日
（
火
）

時
間
＝
午
後
１
時
15
分
～
５
時

▼
第
２
回
＝
沐も
く

浴
実
習
、
妊
婦
体

験
、
産
前
産
後
に
使
え
る
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
の
案
内
な
ど

期
日
＝
12
月
６
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
正
午
※
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

対
象
＝
10
か
月
児
健
康
診
査
対
象

者
と
、
ま
だ
絵
本
を
引
き
換
え
て

い
な
い
１
歳
未
満
の
人

期
日
＝
11
月
19
日
（
水
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
随
時

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）

東
部
児
童
相
談
所
巡
回
相
談

　
療
育
手
帳
の
新
規
取
得
、
更
新

の
手
続
き
を
実
施
し
ま
す
。

期
日
＝
12
月
11
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
笠
懸
公
民
館
（
み
ど
り
市

笠
懸
町
）

申
し
込
み
＝
11
月
27
日
（
木
）
ま

で
に
電
話
で
子
育
て
相
談
課
（
☎

43
２
０
０
０
）
へ
。

家
事
・
育
児
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
家
事
（
食
事
の
準
備
や
後
片
付

け
、
洗
濯
な
ど
）
や
育
児
（
授
乳
、

お
む
つ
交
換
、
沐
浴
の
介
助
な
ど
）

の
支
援
を
し
ま
す
。

対
象
＝
桐
生
市
の
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
が
あ
り
、
妊
娠
中
ま
た
は

1
歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
人

費
用
＝
１
時
間
１
０
０
円

利
用
日
数
＝
最
大
5
日
（
双
子
以

上
の
出
産
の
場
合
は
10
日
）

利
用
時
間
＝
午
前
9
時
か
ら
午
後

5
時
ま
で
の
間
で
2
時
間
以
内

（
土
、
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）
※
1
日
に
つ
き
1
回
の
み

申
し
込
み
＝
子
育
て
相
談
課
（
☎

43
２
０
０
３
）

男
子
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
症
予

防
接
種
（
任
意
）
に

９
価
ワ
ク
チ
ン
を
追
加

　
男
子
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
に
対
す
る
９
価

ワ
ク
チ
ン
が
８
月
に
薬
事
承
認
さ

れ
、
予
防
接
種
の
助
成
対
象
と
な

り
ま
し
た
。
15
歳
未
満
の
人
は
全

２
回
の
接
種
が
可
能
で
す
。
交
互

接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
医
療
機

関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
者
で
接
種
を
希
望
す
る
人

は
、
予
診
票
を
発
行
し
ま
す
の
で
、

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
、
子
育

て
相
談
課
（
保
健
福
祉
会
館
1
階
）

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
小
学
6
年
生
～
高
校
1
年

生
相
当
の
男
子

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
相
談
課

（
☎
43
２
０
０
３
）

関
連
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

●�

ア
ー
ト
カ
フ
ェ
in
桐
生
（
大
学

連
携
事
業
）

　
吾
妻
山
友
の
会
の
福
田
達
仁
さ

ん
に
よ
る
「
毎
日
登
っ
て
整
備
清

掃
、
吾
妻
山
」
と
題
し
た
お
話
し

で
す
。

イ
ン

国民健康保険税…第５期

12月１日（月）が納期限です

納め忘れのない口座振替の利用を推奨し
ています。利用者は、預貯金残高のご確
認をお願いします。

今月の納税

期
日
＝
11
月
８
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
3
時
～
4
時
30
分

場
所
＝
プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
（
本
町

六
丁
目
）

費
用
＝
１
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
電
話
で
プ
ラ
ス
ア
ン

カ
ー
（
☎
０
８
０
‐
１

１
５
２
‐
０
０
８
３
）

ま
た
は
専
用
申
込
フ
ォ

ー
ム
へ
。

●
第
3
回
留
学
生
・
大
学
生
と
桐

　
生
市
民
と
の
料
理
交
流
会

期
日
＝
11
月
8
日
（
土
）

時
間
＝
料
理
作
り
…
午
前
9
時
～

正
午
／
食
事
会
…
午
後
0
時
30
分

～
午
後
2
時
30
分

場
所
＝
北
公
民
館

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｅ
メ

ー
ル
で
群
馬
大
学
工
業
会
桐
生
支

部(suw
a-chi.f@

fi8.so-net.
ne.jp)

へ
。
※
食
事
会
の
み
参
加

の
場
合
は
申
し
込
み
不
要

●
臨
時
年
金
相
談
会

期
日
＝
11
月
20
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所
＝
新
里
支
所

募
集
人
数
＝
国
民
年
金
保
険
料
納

付
相
談
…
10
人
程
度
（
先
着
順
）
／

年
金
相
談
・
年
金
手
続
き
…
５
～

８
人
程
度
（
予
約
優
先
）

申
し
込
み
＝
電
話
で
桐
生
年
金
事

務
所
（
☎
44
２
３
１
１
）
へ
。

●G

ジ
ー
ウ
ォ
ー
ク
プ
ラ
ス

-W
alk

＋
元
気
に
“
動
こ
う
・

　
歩
こ
う
”
イ
ベ
ン
ト

期
日
＝
12
月
14
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
1
時

集
合
場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

申
し
込
み
＝
12
月
１
日
（
月
）
ま

で
に
、
下
の
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら
必
要
事
項
を

入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
保
健
福
祉
事

務
所
（
☎
53
４
１
３
１
）

●
11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間

　
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し
て

い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労

災
・
雇
用
）
へ
加
入
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。
未
加
入
の
事
業
主
は
、

加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
公
共
職
業
安

定
所
（
☎
22
８
６
０
９
）

●
ク
リ
ス
マ
ス
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

期
日
＝
12
月
13
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
４
時

場
所
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
55
歳
以
下
の
独
身
の
人
※

男
性
は
桐
生
市
・
み
ど
り
市
に
居

住
ま
た
は
桐
生
市
に
勤
務
す
る
人

費
用
＝
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
11
月
28
日

（
金
）
ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
右
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
46
４
１

６
５
）
へ
。

●
障
が
い
者
就
職
面
接
会

期
日
＝
11
月
14
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時

場
所
＝
桐
生
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー

参
加
企
業
数
＝
12
社

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
桐
生
（
☎
22
８
６
０
９
）
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くらしの便利ガイド

市役所・支所業務時間

時間＝午前８時30分～午後５時15分
休業日＝土、日、祝日、年末年始
※�住基・戸籍（一部業務を除く）は、市役所
は水曜日のみ午後７時まで

※�パスポート：午前９時～午後４時30分
※�マイナンバー：午前９時～午後５時15分（市役
所は、水曜日のみ午後７時まで）
問い合わせ＝市民課（☎32‐3596、32‐3636）

休日窓口　時間＝午前９時～午後１時

場所
期日 市役所 新里支所

11 月２日（日）
住基・戸籍・マイナンバー・
パスポート

住基・戸籍・マイナン
バー

11 月16日（日）住基・戸籍・パスポート －

12 月７日（日）
住基・戸籍・マイナンバー・
パスポート

住基・戸籍・マイナン
バー

住基＝住民基本台帳

広
告

広
告

相談・内容 期日・時間 場所 問い合わせ
市民相談
（日常生活全般の相談） 月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後４時

市民相談情報課（市役所
２階）

市民相談室（☎32‐3497）
※電話相談可

無料法律相談
（弁護士による相談）
対象＝桐生市在住の人
募集人数＝各日６人（予
約順）

木曜日（11月６日を除く）午前10時～正午
※相談日の２週間前の木曜日から直接または
　電話で要予約（午前９時～午後５時）

市民相談情報課（市役所
２階）

市民相談室（☎32‐3497）

11月11日（火）午前10時～正午
※直接または電話で要予約（午前９時～午後５時）

新里総合センター３階
新里支所市民生活課
（☎74‐2212）

人権相談
（人権侵害や差別などに
関する相談）
行政相談
（行政全般に関する相談
と問題解決のお手伝い）

【人権相談のみ】11月11日（火）・25日（火）
午後１時30分～３時30分

213会議室（市役所２階）
地域づくり課
（☎32‐3129）【人権特設相談】

12月１日（月）午後１時30分～３時30分
東・北・桜木公民館

【行政相談のみ】
11月４日（火）午後１時30分～３時30分

213会議室（市役所２階）
市民相談情報課
（☎32‐3463）【「出張」行政相談】

11月18日（火）午後１時30分～３時30分
東公民館

11月20日（木）午前９時～11時
黒保根支所２階

黒保根支所市民生活課
（☎96‐2111）【人権相談のみ】12月１日（月）午前９時～11時

12月１日（月）午前９時30分～11時30分 新里総合センター３階
新里支所市民生活課
（☎74‐2212）

消費生活相談
（消費生活に関する相談）月～金曜日（祝日を除く）午前８時30分～午後５時15分 桐生市消費生活センター（市役所２階、☎40‐1112）

労働相談
（職場に関する相談）

月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後５時15
分

ぐんま県民労働相談センター（☎0120‐54‐6010）

ぐんま若者サポート
ステーション出張相談

（働くことに関する相談）

11月19日（水）午前10時～午後４時
※要予約
※対象は15歳～49歳の無業の人とその家族

勤労福祉会館３階
ぐんま若者サポートステ
ーション東毛常設サテラ
イト（☎0276‐57‐8222）

子ども・子育て総合相談
（子育て世帯・子ども・青
少年からの相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

保健福祉会館１階 子育て相談課（☎43‐2000）
子どもすこやかホットライ
ン（☎0120‐10‐7867）土・日曜日（祝日を除く）午前10時～午後４時 保健福祉会館３階

児童虐待通報 
（児童虐待と思ったら）

24時間対応
群馬県東部児童相談所（☎0276‐57‐6111）
児童相談所全国共通ダイヤル（☎189「いち・はや・く」）

月～金曜日（祝日を除く）午前８時30分～午後５時15分 保健福祉会館１階 子育て相談課（☎43‐2000）
※福祉、介護、教育、育児などの相談には、それぞれの担当課で応じています。

広報きりゅう令和７年11月号 22

広
告

※受診の際は各病医院などに事前にお問い合わせください。
　休日当番医・接骨院・薬局は変更になる場合があります。
※昼の休診時間などは医院・接骨院・薬局により異なる場合
　があります。

・救急病院案内テレホン ☎22‐0099

・救急車を呼ぶか迷ったら ☎♯7119
　※県境地域からかける場合やつながらない場合
　　は☎050‐5526‐4381へ。

 休日緊急歯科診療所  ☎ 45 ｰ 1397
期日＝日曜日、祝日、年末年始
時間＝午前 10 時～午後２時 30 分
　　　※受診の際は、事前にご連絡ください。
場所＝桐生市歯科医師会館（堤町三丁目３‐２）

 平日夜間急病診療所（小児科・内科）  ☎ 47 ｰ 2501
期日 =月～土曜日（祝日を除く）
時間 =午後 7時 30 分～ 10 時 30 分
場所 =桐生メディカルセンター 1階（元宿町）
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休日当番接骨院（午前９時～午後３時）
※接骨院により時間を延長する場合があります。

期日 接骨院（電話番号） 場所

11 月２日（日）
かしわせ接骨院（43 ‐ 6571）本町三丁目
NARI接骨院（76 ‐ 5005） みどり市笠懸町

３日（祝）
さいとう接骨院（66 ‐ 9691）新宿一丁目
ながや接骨院（74 ‐ 5938） 新里町新川

９日（日）
ほしの接骨院（76 ‐ 7042） みどり市笠懸町
中里接骨院（52 ‐ 6336） 広沢町一丁目

16 日（日） 吉田接骨院（52 ‐ 0606） 相生町二丁目

23 日（祝）
武藤接骨院（22 ‐ 4667） 宮前町一丁目
アース接骨院（51 ‐ 4276） みどり市笠懸町

24 日（振休）清水接骨院（47 ‐ 6386） 広沢町一丁目

30 日（日）
中島鍼灸接骨院仲町（43 ‐ 4117）仲町二丁目
高橋接骨院（52 ‐ 0846） 広沢町五丁目

12 月７日（日）
すわ接骨院（46 ‐ 0901） 末広町
赤井接骨院（51 ‐ 5626） 広沢町三丁目

24時間
対応

休日当番医 （午前９時～午後６時） 休日当番薬局（午前９時～午後６時）

期日 診療科目 病医院（電話番号） 場所 薬局（電話番号） 場所

11 月２日
（日）

小児科 療育センターきぼう（73 ‐ 2605）みどり市大間々町 笠懸中央薬局（30 ‐ 8873） みどり市笠懸町
内科 城田クリニック（22 ‐ 7211） 天神町三丁目 アルファーマ調剤薬局大間々店（32 ‐ 3974）みどり市大間々町
産婦人科 岩宿クリニック（46 ‐ 7200） みどり市笠懸町 共創未来コジマ薬局（40 ‐ 1477） 天神町三丁目

３日
（祝）

内・外・小児科 藤井クリニック（20 ‐ 3055） 川内町四丁目 共創未来快生堂薬局（73 ‐ 1193） みどり市大間々町
内・外・循環器科 高木病院（53 ‐ 7711） 相生町五丁目 共創未来両毛アイオイ薬局（54 ‐ 2526）相生町五丁目
整形外科 岩下病院（22 ‐ 0151） 本町四丁目 共創未来カトレア薬局（47 ‐ 2281）本町四丁目

９日
（日）

内・小児科 小保方医院（72 ‐ 2505） みどり市大間々町 イムノファーマシーみどり店（46 ‐ 9881）みどり市笠懸町
内科 まろ医院（44 ‐ 6031） 本町三丁目 ライオン薬局みなみ店（32 ‐ 3901）本町三丁目
整形外科 桐生整形外科病院（40 ‐ 2600） 相生町一丁目 ファースト調剤薬局桐生店（46 ‐ 9551）相生町一丁目

16 日
（日）

内・小児科 新宿医院（44 ‐ 5930） 新宿一丁目 アエル薬局桐生店（46 ‐ 7980）

ヘルシー薬局（65 ‐ 5313）

新里町新川

川内町二丁目
内科 下山内科医院（74 ‐ 3322） 新里町新川
産婦・内科 たかのす診療所（65 ‐ 9229） 川内町二丁目

23 日
（祝）

児・内科 小児科小川醫院（44 ‐ 6008） 東五丁目 ユニスマイル薬局ファミリー店（40 ‐ 1380）東五丁目
内科 下山医院分院（74 ‐ 3320） 新里町新川 アエル薬局桐生店（46 ‐ 7980） 新里町新川
眼科 あいおい眼科医院（54 ‐ 5350） 相生町二丁目 共創未来快生堂薬局（73 ‐ 1193） みどり市大間々町

24 日
（振休）

内・児・循・消・呼吸器科 星野クリニック（44 ‐ 1125） 小曾根町
桐生調剤薬局（22 ‐ 2517） 菱町三丁目内科 クリニック樹（30 ‐ 8808） みどり市笠懸町

麻・内科 アイダ痛みのクリニック（30 ‐ 7077）みどり市大間々町

30 日
（日）

内・小児科 田中医院（54 ‐ 5012） 広沢町二丁目 ウエルシア薬局桐生川内店（40 ‐ 3680）

日本調剤おりひめ薬局（44 ‐ 1106）

川内町三丁目

織姫町
内科 かわうち内科クリニック（65 ‐ 6500）川内町三丁目
外・整形外科 こんどう整形外科ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科医院（44 ‐ 5066） 仲町二丁目

12 月７日
（日）

内・児・神経内科 森田クリニック（54 ‐ 8340） 相生町二丁目 調剤薬局ワイズ（46 ‐ 7744）

ライオン薬局（22 ‐ 2947）

本町三丁目

本町三丁目
内・外科 村岡醫院（45 ‐ 2888） 本町三丁目
耳鼻咽喉科 大前医院（22 ‐ 3387） 元宿町

23 ☎桐生市の市外局番は0277☎桐生市の市外局番は0277
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※受診の際は各病医院などに事前にお問い合わせください。
　休日当番医・接骨院・薬局は変更になる場合があります。
※昼の休診時間などは医院・接骨院・薬局により異なる場合
　があります。

・救急病院案内テレホン ☎22‐0099

・救急車を呼ぶか迷ったら ☎♯7119
　※県境地域からかける場合やつながらない場合
　　は☎050‐5526‐4381へ。

 休日緊急歯科診療所  ☎ 45 ｰ 1397
期日＝日曜日、祝日、年末年始
時間＝午前 10 時～午後２時 30 分
　　　※受診の際は、事前にご連絡ください。
場所＝桐生市歯科医師会館（堤町三丁目３‐２）

 平日夜間急病診療所（小児科・内科）  ☎ 47 ｰ 2501
期日 =月～土曜日（祝日を除く）
時間 =午後 7時 30 分～ 10 時 30 分
場所 =桐生メディカルセンター 1階（元宿町）
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休日当番接骨院（午前９時～午後３時）
※接骨院により時間を延長する場合があります。

期日 接骨院（電話番号） 場所

11 月２日（日）
かしわせ接骨院（43 ‐ 6571）本町三丁目
NARI接骨院（76 ‐ 5005） みどり市笠懸町

３日（祝）
さいとう接骨院（66 ‐ 9691）新宿一丁目
ながや接骨院（74 ‐ 5938） 新里町新川

９日（日）
ほしの接骨院（76 ‐ 7042） みどり市笠懸町
中里接骨院（52 ‐ 6336） 広沢町一丁目

16 日（日） 吉田接骨院（52 ‐ 0606） 相生町二丁目

23 日（祝）
武藤接骨院（22 ‐ 4667） 宮前町一丁目
アース接骨院（51 ‐ 4276） みどり市笠懸町

24 日（振休）清水接骨院（47 ‐ 6386） 広沢町一丁目

30 日（日）
中島鍼灸接骨院仲町（43 ‐ 4117）仲町二丁目
高橋接骨院（52 ‐ 0846） 広沢町五丁目

12 月７日（日）
すわ接骨院（46 ‐ 0901） 末広町
赤井接骨院（51 ‐ 5626） 広沢町三丁目

24時間
対応

休日当番医 （午前９時～午後６時） 休日当番薬局（午前９時～午後６時）

期日 診療科目 病医院（電話番号） 場所 薬局（電話番号） 場所

11 月２日
（日）

小児科 療育センターきぼう（73 ‐ 2605）みどり市大間々町 笠懸中央薬局（30 ‐ 8873） みどり市笠懸町
内科 城田クリニック（22 ‐ 7211） 天神町三丁目 アルファーマ調剤薬局大間々店（32 ‐ 3974）みどり市大間々町
産婦人科 岩宿クリニック（46 ‐ 7200） みどり市笠懸町 共創未来コジマ薬局（40 ‐ 1477） 天神町三丁目

３日
（祝）

内・外・小児科 藤井クリニック（20 ‐ 3055） 川内町四丁目 共創未来快生堂薬局（73 ‐ 1193） みどり市大間々町
内・外・循環器科 高木病院（53 ‐ 7711） 相生町五丁目 共創未来両毛アイオイ薬局（54 ‐ 2526）相生町五丁目
整形外科 岩下病院（22 ‐ 0151） 本町四丁目 共創未来カトレア薬局（47 ‐ 2281）本町四丁目

９日
（日）

内・小児科 小保方医院（72 ‐ 2505） みどり市大間々町 イムノファーマシーみどり店（46 ‐ 9881）みどり市笠懸町
内科 まろ医院（44 ‐ 6031） 本町三丁目 ライオン薬局みなみ店（32 ‐ 3901）本町三丁目
整形外科 桐生整形外科病院（40 ‐ 2600） 相生町一丁目 ファースト調剤薬局桐生店（46 ‐ 9551）相生町一丁目

16 日
（日）

内・小児科 新宿医院（44 ‐ 5930） 新宿一丁目 アエル薬局桐生店（46 ‐ 7980）

ヘルシー薬局（65 ‐ 5313）

新里町新川

川内町二丁目
内科 下山内科医院（74 ‐ 3322） 新里町新川
産婦・内科 たかのす診療所（65 ‐ 9229） 川内町二丁目

23 日
（祝）

児・内科 小児科小川醫院（44 ‐ 6008） 東五丁目 ユニスマイル薬局ファミリー店（40 ‐ 1380）東五丁目
内科 下山医院分院（74 ‐ 3320） 新里町新川 アエル薬局桐生店（46 ‐ 7980） 新里町新川
眼科 あいおい眼科医院（54 ‐ 5350） 相生町二丁目 共創未来快生堂薬局（73 ‐ 1193） みどり市大間々町

24 日
（振休）

内・児・循・消・呼吸器科 星野クリニック（44 ‐ 1125） 小曾根町
桐生調剤薬局（22 ‐ 2517） 菱町三丁目内科 クリニック樹（30 ‐ 8808） みどり市笠懸町

麻・内科 アイダ痛みのクリニック（30 ‐ 7077）みどり市大間々町

30 日
（日）

内・小児科 田中医院（54 ‐ 5012） 広沢町二丁目 ウエルシア薬局桐生川内店（40 ‐ 3680）

日本調剤おりひめ薬局（44 ‐ 1106）

川内町三丁目

織姫町
内科 かわうち内科クリニック（65 ‐ 6500）川内町三丁目
外・整形外科 こんどう整形外科ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科医院（44 ‐ 5066） 仲町二丁目

12 月７日
（日）

内・児・神経内科 森田クリニック（54 ‐ 8340） 相生町二丁目 調剤薬局ワイズ（46 ‐ 7744）

ライオン薬局（22 ‐ 2947）

本町三丁目

本町三丁目
内・外科 村岡醫院（45 ‐ 2888） 本町三丁目
耳鼻咽喉科 大前医院（22 ‐ 3387） 元宿町

23 ☎桐生市の市外局番は0277☎桐生市の市外局番は0277
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髪髪 質質 改改 善善 メメ ニニ ュュ ーー

公式LINEより
ご予約、お問い合わせください

髪質改善シルキーメニューすべて1100%%OOFFFF
「前髪ストレート割引チケット」

￥6,600￥￥44,,440000(税込)通常 (税込)

広
告

発
行

／
編

集
　

桐
生

市
共

創
企

画
部

魅
力

発
信

課
〒

376‐
8501　

群
馬

県
桐

生
市

織
姫

町
１

‐
１

広
報

 き
り

ゅ
う

☎
0277‐

46‐
1111　

フ
ァ

ク
シ

ミ
リ

0277‐
43‐

1001
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 https://w

w
w

.city.kiryu.lg.jp/
令

和
７

年
11

月
号

  №
1592

パチリいい顔

桐生っ子
　市内に居住する３歳まで
（申し込み時）の桐生っ子を
募集します。
　詳しくは、市ホームページ
をご確認ください。
問い合わせ ＝ 魅
力発信課（☎46‐
1049）

吉
よ し だ

田 さち花
か

ちゃん
３歳５か月

（相生町二丁目）

芸術祭が始まる

近
藤
春
奈
さ
ん
の

《B

ボ
ー
ン
ワ
ー
ク

onework /

骨
組
み
を
な
ぞ
る
》

東京藝術大学美術学部絵画科准教授

アーツ前橋チーフキュレーター

　
９
月
13
日
（
土
）
か
ら
28
日

（
日
）
ま
で
、
有
鄰
館
で
東
京

藝
術
大
学
油
画
専
攻
に
よ
る
桐

生
ア
ー
ト
リ
サ
ー
チ
報
告
展

「REA
L T

IM
E IN

 K
IRYU

 

２
０
２
５
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

来
年
11
月
に
第
１
回
を
立
ち
上
げ

る
新
た
な
芸
術
祭
「
桐
生A
エ
ア
ー

IR
」

の
実
践
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
、
16
人
の
藝
大
生
が
桐
生
で
の

取
材
・
制
作
に
挑
み
ま
し
た
。

　
「
桐
生A

IR

」
のA

IR

と
は
、

A
rtist in Residence

の
略
で
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
異
環
境
に
滞
在

し
て
行
う
リ
サ
ー
チ
や
創
作
を
支

援
す
る
事
業
の
こ
と
。
受
け
入
れ

る
地
域
側
は
文
化
資
源
の
掘
り
起

こ
し
や
国
際
交
流
に
つ
な
が
る
な

ど
、
相
互
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。
10
月
か
ら
上
野
キ
ャ
ン
パ
ス

で
後
期
の
演
習
が
始
ま
り
、
僕
も

学
生
も
息
つ
く
間
も
な
く
忙
し
く

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
夏
の
活
動

を
し
っ
か
り
振
り
返
り
、
来
年
に

本
格
始
動
す
るA

IR

事
業
の
環
境

整
備
を
進
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
学
部
２
年
の
近
藤
春
奈
さ
ん
は

準
備
も
含
め
、
今
回
最
も
長
期

間
、
桐
生
に
滞
在
し
て
く
れ
た
学

生
で
す
。
彼
女
は
中
央
大
学
国
際

経
営
学
部
で
国
際
支
援
を
学
ん
だ

後
、
東
京
藝
大
油
画
専
攻
に
入
学

し
た
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
経
歴
の

持
ち
主
で
す
。
桐
生
で
の
リ
サ
ー

チ
は
大
学
院
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の

で
す
が
、
彼
女
の
研
究
意
欲
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
見
込
ん

で
、
今
回
、
期
間
中
の
運
営
を
任

せ
て
み
ま
し
た
。
自
身
も
出
展
者

の
一
人
と
し
て
煉れ
ん
が瓦
蔵
で
制
作
を

し
な
が
ら
展
覧
会
と
宿
泊
施
設
の

管
理
を
担
う
の
は
大
変
だ
っ
た
よ

う
で
す
が
、
最
後
ま
で
や
り
切
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
近
藤
さ
ん
の
巨
大
な
絵
画
作
品

《Bonew
ork /

骨
組
み
を
な
ぞ

る
》
は
、
絵
の
具
で
は
な
く
、
銭

湯
「
一
の
湯
」
の
ま
き
ボ
イ
ラ
ー

か
ら
か
き
出
し
た
灰
や
す
す
で
描

か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
土
地
で
モ

チ
ー
フ
を
見
つ
け
、
そ
の
土
地
の

素
材
で
制
作
し
、
そ
の
土
地
の

人
々
に
見
せ
る
た
め
に
展
示
す
る
。

地
域
の
人
々
と
積
極
的
に
関
わ
っ

た
彼
女
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
理
想
と
す
るA

IR

の
プ

ロ
セ
ス
を
体
現
し
て
く
れ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

宮
みやもと

本　武
たけのり

典

園
そ の だ

田 桜
お う た

大ちゃん
１歳５か月

（本町五丁目）

武
たけ

 叶
の の あ

々愛ちゃん
１歳６か月

（広沢町二丁目）

亀
かめやま

山 笑
に こ

瑚ちゃん
３歳２か月

（宮本町四丁目）

⑦

▲近藤さんの作品▲近藤さんの作品
　《Bonework /骨組みをなぞる》

　
先
日
、
近
藤
さ
ん
を
は
じ
め
運

営
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
学
生
た
ち

の
慰
労
会
を
上
野
の
ア
メ
横
で
開

き
ま
し
た
。
彼
ら
が
１
か
月
暮
ら

し
た
重
伝
建
の
路
地
と
は
真
逆
の

ア
メ
横
の
混
と
ん
を
背
に
「
も
う

桐
生
に
帰
り
た
い
」
「
東
京
の
方

が
非
日
常
に
感
じ
る
」
と
言
う
学

生
た
ち
。
そ
の
言
葉
を
聴
き
な
が

ら
、
不
確
実
性
の
増
し
て
い
く
社

会
の
中
で
才
能
あ
る
若
者
た
ち
が

貴
重
な
数
か
月
を
桐
生
に
投
じ
て

く
れ
た
こ
と
を
、
僕
は
し
み
じ
み

と
あ
り
が
た
く
思
っ
た
の
で
し
た
。

▼灰やすすで描いている様子▼灰やすすで描いている様子

▶まきボイラーから材料となる灰▶まきボイラーから材料となる灰
やすすをかき出している様子やすすをかき出している様子

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

レ
ジ
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ン
ス

イ
ン
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タ
イ
ム

イ
ン

キ
リ
ュ
ウ


